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THE ROCKET GOLD STAR
イラストレーター　山崎 秀昭 氏

大阪芸術大学美術学科卒業後、THE ROCKET GOLD 
STARとして活動を始める。あたたかみのある手描き
のイラストが人気で、キャラクターデザインや広告、
絵本、書籍、アニメーションなどを手掛ける。子ども
たちの発想力や表現力を磨く「２コマまんが」を発案。
小学校や中学校などで出張授業を行っている。地元の
神戸市では、神戸市環境局「ワケトン」や、三宮地下街
さんちか「３くま」で知られる。その他、サイゼリア
「まちがいさがし」、六甲バターQBBチーズ「Qちゃ
ん」、江崎グリコ・ビスコ「乳酸菌くん」などを生み
出す。好きなものは古いトミカのミニカー。

【今月の表紙】
いよいよ、2680地区を巡る４人の旅がスタートしま
す！今月は、ポートタワー、六甲山、神戸海洋博物館、
そして神戸西ロータリークラブの例会場でもあるホテ
ルオークラ神戸を望む、港町・神戸らしい風景です。

ロータリーの行動計画

2680地区行動計画（2023-2026年）

私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の中で
持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています
ポリオ根絶まであと一歩のところまできたロータリーは、次なる課題に取り組む心構えができています。
より多くの仲間を迎え入れ、より大きなインパクトをもたらし、世界に変化を生み出すための新たなビジョンの実現に向け
て、行動を起こす時が来ています。国際ロータリーとロータリー財団のビジョンを実現するため、今後数年の活動を方向づ
ける四つの優先事項が定められました。

より大きな

インパクト
をもたらす

参加者の

基盤を
広げる

参加者の積極的な

かかわりを
促す

適応力を
高める

•ポリオを根絶し、残さ
れた遺産を活用する
•ロータリーのプログラ
ムおよびロータリーが
提供する体験に焦点を
当てる
•活動成果を挙げ、それ
を測る能力を高める

●ロータリー財団補助金を
活用し、地域社会や世界
で良い変化を生み出すイ
ンパクトのある奉仕プロ
ジ ェ クト を 実 践 す る 。
(ロータリー財団、社会奉
仕、国際 奉仕、奉仕プロ
ジェクト）

●ロータリーのブランドと
公共イメージの向上に努め
る。(公共イメージ向上）

●クラブの会員組織強化に努
め、仲間を増やす。(会員維
持増強、クラブ管理運営）

●多様な人々の参加を促し、
DEI（多様性・公平さ・イン
クルージョン）を実現する。
(クラブ管理運営、DEI）

●青少年の活動を支援し、
若いリーダーの育成に努
める。(青少年奉仕、米山
記念奨学、学友、RAC）

●全クラブが将来のビジョ
ンや行動計画を策定する｡
(クラブ管理運営、規定審議)

●My ROTARYの登録を推
進し、積極的に活用する｡
(クラブ管理運営)

●地区やクラブが実施する
行事やセミナーに積極的
に参加し、感動的な体験
を積み重ね、ロータリー
の理解を深める。(クラブ
管理運営、研修）

●オンライン技術の能力を
高め、社会の変化に迅速
に適応する。(クラブ管理
運営、研修）

●ハラスメントのない環境
作りに努める。(クラブ管
理運営、危機管理）

•会員基盤と参加者の基盤
を広げ、多様化する
•ロータリー参加の新しい
道筋を創り出す
•ロータリーの開放性とア
ピール力を高める
•インパクトとブランドに
対する認知を築く

•クラブが会員の積極的参加を
促せるよう支援する
•価値を提供するため、参加者
中心のアプローチを開発する
•個人的／職業的なつながりを
築く新たな機会を提供する
•リーダーシップ育成およびス
キル研修の機会を提供する

•研究と革新、およびリスク
をいとわない文化を築く
•ガバナンス、構造、プロセ
スを合理化する
•意思決定におけるより多様
な視点を助長するために、
ガバナンスを見直す



RI会長テーマ及びプロフィール

RI理事、ロータリー財団管理委員、研修リーダー、ロータリー財団地域コーディネーター、RI会長代
理など、RIで数多くの役職を歴任。また、３回の規定審議会で代表議員と特別議員を務める。

ロータリー戦略計画委員会とロータリー財団百周年記念委員会の委員長を務めたほか、選挙審査委員
会と運営審査委員会を含むさまざまなロータリー委員会の委員を歴任。

1991年にロータリーに入会して以来、インドとナイジェリアでの全国予防接種日（NID）の活動、ベ
トナムでの小学校建設、ドミニカ共和国での浄水器設置など、さまざまな国際奉仕プロジェクトに参
加。複数のスラブ語を学び、ウクライナの新会員の指導にあたったほか、ポーランドでは乳がん検診
用のX線撮影装置と生検ユニットを病院に設置するロータリー財団補助金の調整を担当。ポーランド
のクラクフ・ロータリークラブは記念冊子の中で、共産主義後のポーランドにおけるロータリーの復
興を手助けした重要人物としてアーチック氏を挙げている。

現在は、人道的・教育的奉仕プロジェクトのために米国内のクラブ・地区がアルバニア、コソボ、ウ
クライナのロータリークラブとパートナーシップを結べるよう援助している。

高等教育、コンサルティング、エンターテイメント業界における職歴を有し、ペンシルベニア州立イ
ンディアナ大学でリーダーシップ研究の博士号を取得。ロータリー財団をはじめ数多くの地元機関・
国際機関から賞や表彰を受けている。

2024-25年度RI会長

ステファニー A. アーチック
米国ペンシルバニア州
McMurrayロータリークラブ 所属

2024-25年度RI会長テーマ

THE MAGIC OF ROTARY
「ロータリーのマジック」
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「ガバナー就任にあたって」

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　矢　坂　誠　徳　（神戸西）

いよいよ、本年度が始まります。この７月１
日より来年の６月30日までの１年間を皆様と共
に歩んでまいります。何卒よろしくお願い申し
上げます。

〔プロローグ〕
思い起こせば2015-16年度の丸尾研一ガバ

ナー年度に、我が神戸西ロータリークラブより
瀧川好庸会員がガバナーノミニーに就任し、な
おかつ神戸第２グループのガバナー補佐を兼任
されました。

私は次々期代表幹事に指名され、クラブ会長
を兼任することになりました。それまで地区に
縁がなかった私がいきなり異次元の世界に突入
という事態になり右往左往しながら、見るもの、
聞くものが新鮮であり、地区での出来事をクラ
ブに持ち帰り様々に研鑽を深めました。

大変というよりも、毎日が充実して楽しくて
楽しくて、生き生きとしていた事を昨日のよう
に覚えています。

瀧川年度は中村尚義地区研修リーダーのご
指導の下、地区パストガバナーの皆様、地区
リーダーの方々のご支援、そして室津義定直
前ガバナー、神谷誠治直前代表幹事、矢野宗
司ガバナーエレクト、多木有一次期代表幹事、
地区内のクラブの皆様、我が神戸西ロータリー
クラブのご協力を賜りまして無事に終えるこ

とができました。
時を経て、不肖を省みず私ごときがこの大役

をお引き受けすることになり、人生の妙味を改
めて心に刻んでおります。

〔国際ロータリー会長のテーマ〕
さて本年度のステファニー A. アーチック国

際ロータリー会長のテーマは、「ロータリーの
マジック」（The Magic of Rotary）です。

「誤解しないでください。私たちは魔法の杖
を振って呪文を唱えるだけでポリオを根絶した
り、世界に平和をもたらしたりするわけではあ
りません。それは皆さん次第です。プロジェク
トを終えるたび、寄付するたび、新会員を迎え
るたびに、皆さんはマジック（魔法）を生み出
すのです」

（2024年１月８日2024年国際協議会でのアーチッ
ク会長の講演より）

賢明なる皆様は既にこのアーチック会長の言
葉の意味をご理解されたと思います。

マジックには必ず種を仕込む必要がありま
す。種は例会、奉仕活動、親睦、会員維持増強
と様々にあります。種を仕込む努力と情熱は
ロータリークラブをより活性化します。素晴ら
しいマジックを実現し、多くの人々と社会に貢
献いたしましょう。その行動がロータリーの公
共イメージアップにつながります。ガバナー月

国際ロータリー第2680地区 ロータリークラブの皆様へ
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「ガバナー就任にあたって」

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　矢　坂　誠　徳　（神戸西）

信に掲載の国際ロータリーの行動計画と地区の
行動計画を前進させ、行動計画の推進者となり
ましょう。

〔ガバナー行動指針〕
ALL2680 ROTARIAN’S

Heartwarming Rotary
心が、気持ちが、温かくなる。ほのぼのとし

て、心温まり、幸福感に満たされるそんなロー
タリークラブを目指しましょう。

またアーチック会長はクラブへ、

DEI + Belongingとして、
D：ダイバーシティ（多様性）→誰もが
E：エクイティ（公平さ）→笑顔で
I：インクルージョン（包括）
　 →居心地のいいクラブ
Belonging（帰属性）
→クラブへの愛着､ 一体感、関心

既存会員への価値の提供、新会員への思い
やりを重視して、みんなが帰属意識を持つ
こと。

DEIの行動規範として、
１．他者を尊重する言葉を使う。
２．サポートを示す。
３．温かく迎え入れる、インクルーシブな

環境を助長する。
４．多様性を重んじる。

以上を述べて、クラブは「みんなのための場
所」と語りました。そのために、お互いに心か
ら心へのメッセージを発信して、意思の疎通を
はかり手に手つないでロータリーのマジックを
実現して下さい。

前段に「ALL 2680 ROTARIAN'S」がありま

すので、2680地区のすべてのロータリアンがこ
の目標に向かって情熱を注いで戴きたいと念願
いたします。

ほっこりとした、ロータリークラブと思って
いたら冷え冷えとしていた。ほっこりとした、
ロータリークラブと思っていたら熱くて息も出
来にくかった。寒がらず、熱がらず、丁度よい
塩梅を考えてクラブの運営を行いましょう。

主体はロータリアンの皆様です。皆様が主人
公であり、ロータリーのマジックを実現し披露
する存在の偉大なるマジシャンなのです。

〔エピローグ〕
以上が本年度の私の想いをごく簡単に書き留

め、就任にあたってのお願いと致します。公式
訪問では、より具体的にまた時間のある限りお
話をさせて戴きます。そして各クラブのロータ
リアンの皆様と心をひとつにつないで行きたい
と考えております。

また本年度の月信の表紙は、神戸市兵庫区か
ら飛び出したスーパースターの「ザ・ロケット・
ゴールドスター」さんにお願いいたしました。
山口宰代表幹事の旧知の友人でロータリーに明
るい方です。

神戸の「さんちか」のサンくま君のキャラク
ターをはじめ、神戸市環境局のワケトン君、兵
庫区制90年のポスター、全国の公共団体、企業
等の作品を多く手掛けられておられます。

本年度の地区バッジもお願いしました。１年
間の月信表紙でもHeartwarmingを味わってく
ださい。

本年度が「みんなのためになるよう」にご理
解とご支援、ご協力を何卒よろしくお願い申し
上げます。
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安行英文直前ガバナーへの深き感謝

ガバナー　矢坂　誠徳　（神戸西）

まさに「大道無門」
真理に至る大道には門が無い

安行英文師の歩む大道には門は無く出入りが
自由である。まさにすべてを受け入れる度量の
大きい禅師ロータリアン。

師は曹洞宗の名刹の住職として檀信徒の教化
に専念することを遥かに超え、YMCAなどの
奉仕団体にも率先して身を置き、キリスト教の
博愛の精神と禅の慈悲心を基にロータリークラ
ブの真の奉仕を実践され、2680地区のガバナー
として責務を楽々とこなし、東奔西走、今日は
東へ明日は西へと忙しく走り回るその姿はまる
で韋駄天のごとし。外にあっては国際奉仕に各
国各地に出向き、内にあっては地区のリーダー
として地区内のクラブへの綿密なる働きは、誰
とて真似ることができぬと言わしめられます。

見習い期間のガバナノミニー・エレクト時代、
傍から見ても離れて見ても到底私の様な凡人で

は及びもしない力量を拝察しました。
卓越したリーダーシップにより、地区の諸行

事は全てにおいて速やかにこなされました。特
に2023-24年度地区大会では多くの地区内外の
ロータリアンが参加し盛大裡に開催されました
ことは大いに記憶に残ることでした。

安行ガバナーの指導力は常に私の学ぶべきと
ころであり、素晴らしいお手本を示していただ
き、深く感謝を申し上げます。

直前ガバナーとして、今後も地区の為にお力
を戴ける事を切に望んでおりますが、少しは御
身体もお大切にして、ご家族の皆様のお支えに
もお返しをと差し出がましいのですが、隣席を
温めた者としてお願い申し上げます。

今日に至るまでの、ご親切なご指導を心に刻
みまして、御礼とさせて戴きます。

 
深　謝　

ガバナー事務所内 安行英文ガバナーの隣席より記す
※一部宗教臭い文となりましたことをお詫びいたします。
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矢坂誠徳ガバナープロフィール

国際ロータリー第2680地区
2024-25年度ガバナー
矢坂　誠徳
神戸西ロータリークラブ所属
瑞龍寺 住職
職業分類：仏教 臨済宗

1952年２月18日	 京都市生まれ

1974年３月	 京都花園大学文学部 国文学科卒業

1974年５月	 神戸市兵庫区　臨済宗妙心寺派　祥福寺専門道場に入門

1978年４月	 神戸市兵庫区　臨済宗南禅寺派　瑞龍寺　住職

1994年～1996年	 臨済宗大本山南禅寺派 人権擁護委員

1994年～2000年	 臨済宗大本山南禅寺派 第６部宗務支所長

【関係団体略歴】

1986年	 社団法人神戸青年仏教徒会　第８代理事長

1991年	 社団法人神戸青年会議所（神戸JC）副理事長

1997年～1999年	 全日本仏教青年会　第11代理事長

2022年～2004年	 神戸市仏教連合会　事務局長

2022年	 兵庫県仏教会　会長（現職）

2022年	 兵庫県宗教連盟　常任理事（現職）

現職：兵庫区民生児童委員、友愛会（警察官友の会）常務理事

【賞　罰】

宮崎神戸市長特別表彰、井戸兵庫県知事表彰、

大本山南禅寺震災復興関連特別表彰

【ロータリー歴】

2000年２月４日　神戸西ロータリークラブ　入会

2008-09年度　　神戸西ロータリークラブ　幹事

2015-16年度　　神戸西ロータリークラブ　会長

2017-18年度　　RI2680地区 代表幹事

2020-23年度　　RI2680地区 クラブ管理運営委員会　委員長

2020-21年度　　RI2680地区 RLIディスカッションリーダー認定 

2021-22年度　　RI2680地区 神戸第２グループ ガバナー補佐

メジャードナー、ポール・ハリス・ソサエティ、第３回米山功労者 

52024-25 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1



ロータリー賞／クラブ優秀賞 目標と達成方法に関する説明

参加者の積極的なかかわりを促す

目　　　標 説　　　明

奉仕活動への参加 このロータリー年度にクラブの奉仕活動に参加する会員の数

ロータリー行動グループへの
参加

このロータリー年度に少なくとも１つのロータリー行動グループの
メンバーとなっている会員の数

改訂：2024 年２月

ロータリー賞（2024年７月１日より「クラブ優秀賞」に改称）は、各年度のクラブの優れた取り

組みを表彰するものです。受賞要件である目標に向けた取り組みは、クラブで会員の参加を促し、地

域社会におけるクラブの存在意義を保ち、効率的に運営するための一助となります。人びとを温かく

迎え、その参加を促すクラブ は、ロータリーの価値観を反映したクラブであると言えます。クラブが

本賞の目標に取り組むことで、ロータリーの力強さを保ち、次世代にとってふさわしい文化を育むこ

とができます。

クラブ優秀賞の受賞資格を満たすには、クラブの会費納入状況が良好である（RIからのクラブ請求

書の全額を遅延なく納入している）ことが条件となります。クラブの会費納入状況が良好であること

を確認するに は、「My ROTARY」のタブにあるクラブ名をクリックしてから、「財務」＞「クラブ

請求書」の順にクリックしてください。クラブの未納金残高が０ドルである必要があります。会費の

納入は、１月中旬または７月中旬に請求書が閲覧可能となり次第、速やかに行ってください。

ロータリークラブのリーダーは、クラブ優秀賞の達成を目指して、ロータリークラブ・セントラル

にある目標の中から目標を選ぶことができます。このような柔軟性により、クラブにとって最も重要

で達成可能と思われる目標を選ぶことができます。さらに、目標の多くはロータリークラブ・セント

ラル内で「達成」に印をつける自己報告方式となります。受賞資格を得るには、クラブは少なくとも

半分の目標を６月30日までに達成する必要があります。

クラブ優秀賞を受賞するには、以下を行っていただく必要があります

　１．ロータリークラブ・セントラルを開く

　２．目標の内容を確認する

　３．その中から少なくとも半分の目標を選択する

　４．選んだ目標を達成する

　５．６月30日までにロータリークラブ・セントラルで達成を報告する

　６．クラブ請求書を受領したら、速やかに請求額の全額を支払う

ロータリークラブ・セントラルを開いたら、ページ左側にある「クラブの目標」をクリックして開き、

年度を選んでから「すべて」をクリックしてください。受賞資格は、６月30日現在の目標達成状況

に基づいて決定されます。
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参加者の積極的なかかわりを促す

目　　　標 説　　　明

ロータリー親睦活動グループ
への参加

このロータリー年度にロータリー親睦活動グループのメンバーと
なっている会員の数

地区大会への参加 地区大会に出席する会員の数

地区研修への参加 役割に備えるためにラーニング行事に出席するクラブリーダーの数

リーダーシップ育成への参加 このロータリー年度にリーダーシップ育成プログラム／活動に参加
する会員の数

親睦のための活動 このロータリー年度に、例会以外に親睦を目的としてクラブが実施
した活動の回数

ロータリー作成の
公式推進用資料の使用

このロータリー年度に地域社会でロータリーを紹介するために、国際
ロータリーから提供される広告と公共奉仕資料（ブランドリソースセ
ンターから入手可能な放送用ビデオ、印刷広告、その他の公式資料）
をクラブが使用したかどうか

より大きなインパクトをもたらす

目　　　標 説　　　明

奉仕プロジェクト このロータリー年度にクラブが実施する奉仕プロジェクトの数

来訪する青少年交換学生 このロータリー年度にバーチャル形式または対面式でクラブが受け
入れる青少年交換学生の数

派遣する青少年交換学生 このロータリー年度にバーチャル形式または対面式でクラブが派遣
する青少年交換学生の数※

年次基金への寄付 このロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団年次基金
への寄付総額

ポリオプラス基金への寄付 このロータリー年度のクラブと会員によるロータリー財団ポリオプ
ラス基金への寄付総額

大口寄付 このロータリー年度に寄せられる一括10,000ドル以上の寄付の
件数

遺贈友の会会員 遺産計画を通じてロータリー財団に10,000米ドル以上の寄付を誓
約することを初めてロータリー財団に通知する個人・夫婦の数

ベネファクター
遺言またはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を指定して寄付する
ことをロータリー財団に通知、または恒久基金に1,000米ドル以
上を寄付して、新たにベネファクターとなる個人・夫婦の数

※ロータリー青少年交換に参加するすべてのクラブがRIの方針とロータリー青少年交換資格認定の基準に従わなければならず、
地区ロータリー青少年交換プログラムの直接の監督下に運営されなければならない。

72024-25 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1



参加者の基盤を広げる

目　　　標 説　　　明

会員増強 ロータリー年度末までに達成したいクラブ会員総数

新会員の推薦 このロータリー年度に新会員を推薦する現会員の数

ローターアクトクラブ このロータリー年度にクラブがスポンサーする新ローターアクトク
ラブと既存ローターアクトクラブの数

インターアクトクラブ このロータリー年度にクラブがスポンサーする新インターアクトク
ラブと既存インターアクトクラブの数

RYLA参加者 このロータリー年度に対面式またはバーチャル形式でクラブが支援
するRYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）参加者の数

クラブのプロジェクトの
メディア掲載

このロータリー年度にクラブのプロジェクトを取り上げるメディア
記事の数

適応力を高める

目　　　標 説　　　明

クラブ戦略計画 クラブには独自の戦略計画（長期計画）があるか

クラブ細則の見直し 会員とその他の参加者のニーズがクラブ細則に反映されているかど
うか

インターネット上の存在感 インターネット上にあるクラブの情報は現在の活動を正確に反映し
ているか

ウェブサイトと
ソーシャルメディアの更新

このロータリー年度中、クラブのウェブサイトとソーシャルメディ
アアカウントを月に何回更新するか

お問い合わせ：そのほかの情報は「よくある質問」をご覧ください。
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ガバナー事務所からのお知らせ

１．一般事務

①ガバナーおよび
　ガバナー事務所への
　お問い合わせについて

文書にて、メールまたはFAXでお願いいたします。また、常駐する事務局員は、ロータ
リーの専門職ではありません。クラブ運営や質問に関してはガバナーおよび代表幹事に
報告後、対応いたしますので、回答に２～３日かかる場合があります。ロータリー全般
（地区内関連以外）の基本的手続き等は下記へお問い合わせをお願いいたします。
国際ロータリー日本事務局 クラブ・地区支援室
メール：rijapan@rotary.org
電話番号：03-5439-5800

②ガバナー事務所からの
　連絡について

基本的にメールにて行います。各種セミナー・地区大会（多数の登録を伴う行事）は
2680地区ホームページ上の地区Web管理システムを使用します。クラブ事務局様の
ご協力をお願いいたします。

③会員の入退会、
　事務所･例会場の変更、
　会長・幹事の変更について

手続き方法は12ページ「３．各種報告」に記載。

④ロータリークラブ・
　セントラル
　　（My ROTARY）について

・前年度５月までにクラブ目標を入力。
・年度中、達成状況を都度入力。（６月末日まで）
　RIのロータリー賞／クラブ優秀賞選出に関わる為、上記ご対応をお願いいたします。

⑤各期限について 書類提出期限・回答期限は厳守いただきますようお願いいたします。

２．緊急連絡

ガバナー事務所からの
緊急連絡について

基本的に各クラブ事務局にメールいたします。休日・クラブ事務局員不在の場合に、幹事
の方へ直接ご連絡することがございます。緊急のため、幹事に必ず伝わるようご配慮
いただき、地区Web管理システムのクラブ情報へ会長・幹事詳細へご入力ください。

３．公式訪問

公式訪問関係書類について
クラブ定款・細則、クラブ活動方針など、必要書類をガバナー事務所およびガバナー補佐
にご送付ください。期限厳守でお願いいたします。
詳細は11ページ「公式訪問に関してのお願い」に記載。

４．ガバナー月信

新会員・寄付・訃報に
ついて

ご連絡いただいた会員様のみ月信へ掲載いたします。「月信写真掲載連絡書」と「写真
一葉」をデータにてご送付ください。データの場合はファイル名に「①寄付種類②所属
クラブ③氏名」を記入、郵送の場合は写真裏面に必ずお名前をご記入ください。
①寄　付　ポール･ハリス･フェロー、マルチプル･ポール･ハリス･フェロー、ベネファ

クター（１回目のみ）、ポール･ハリス･ソサエティ、ポリオプラス・ソサエ
ティ、大口寄付、メジャードナー、米山功労者（回数）

②新会員　氏名・職業分類・入会年月日
③訃　報　氏名・逝去月日・享年【月信では通常、享年（数え年）で記載しております】

５．会員数報告

会員数報告の方法について
翌月10日までにGoogleフォームからご回答をお願いいたします。
会員数はガバナー事務所で取りまとめの上、月信に掲載し、ロータリーの友編集部に報告
いたします。会員数集計の際、月末退会の場合はその月の退会者数に含めてください。
締め切り厳守にご協力ください。

６．会計送金

RIへの人頭分担金および地区
資金等のお支払いについて

12ページ「RI関係・地区への送金及び報告」に従ってお納めください。
・RIへの送金について

お納めいただいた分担金は、その後の変更で返金することはできませんのでご了承
ください。送金時は「RID2680+クラブ名」をご記入ください。

・地区資金等の送金について
「振込通知書」にご記入いただき、送金前にガバナー事務所へメールにてご送付願い
ます。送金名は「クラブ名」をご記入ください。
地区資金等送金締め切り
前期　７月１日会員数（７月１日付入会者含む）…８月15日までに
後期　１月１日会員数（１月１日付入会者含む）…２月15日までに

事務手続きのQ＆A
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公式訪問日程表

日 曜 型 クラブ名

7月

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火 N 三 田

17 水

18 木 N 神 戸

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 N 加 古 川

24 水 N 芦 屋

25 木 N
B’

伊 丹
宝塚武庫川

26 金 N 西 宮 夙 川

27 土

28 日

29 月 B’ 神 戸 南

30 火 N 洲 本

31 水 N 神 戸 須 磨

日 曜 型 クラブ名

8月

1 木 N 加古川中央

2 金 N 高 砂

3 土

4 日

5 月 N 西 脇

6 火 N 姫 路

7 水 C’ 宝 塚

8 木 N 神 戸 西 神

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月 N
B’

姫 路 南
姫 路 東

20 火 N 尼 崎 西

21 水 N 甲 子 園

22 木

23 金 N 川 西

24 土

25 日

26 月

27 火 N 西 宮

28 水 C 尼 崎 中

29 木 N
C

赤 穂
神 戸 垂 水

30 金 N 三 木

31 土

日 曜 型 クラブ名

9月

1 日

2 月 N 尼 崎

3 火 N 神 戸 東

4 水 N 明 石

5 木 B’ 明 石 東

6 金 N’ 柏 原

7 土

8 日

9 月

10 火 N 明 石 北

11 水 N 篠 山

12 木

13 金 N 南 淡 路

14 土

15 日

16 月

17 火 N’ 川西猪名川

18 水 N 相 生

19 木 N 龍 野

20 金 N 尼 崎 北

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水 N 小 野 加 東

26 木 N
C

淡 路 三 原
三 田 南

27 金

28 土

29 日

30 月 N 芦 屋 川

日 曜 型 クラブ名

10月

1 火 N 北 条

2 水 N 生 野

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月 N 神 戸 東 灘

8 火 C 神 戸 六 甲

9 水 N 姫 路 西

10 木 N 神 崎

11 金 N 上 郡 佐 用

12 土

13 日

14 月

15 火 N 神 戸 ベ イ

16 水 N 津 名

17 木 N 姫 路 中 央

18 金

19 土

20 日

21 月 C’ 三木みどり

22 火

23 水 N 高 砂 青 松

24 木

25 金 N 豊 岡

26 土

27 日

28 月

29 火 C 神 戸 中

30 水 N
C’

尼 崎 東
あわじ中央

31 木 A
C

神戸モーニング
尼崎南(※１)

タイプ 会長・幹事懇談会 例会
A 　8：00～　9：00 　7：00～　7：45

N 11：15～12：15 12：30～13：30

N’ 11：45～12：45 13：00～14：00

＊ 11：05～12：05 12：20～
（※１）通常は N タイプですが、最終週のため夜例会へ変更
（※２）通常は N タイプですが、第１週のため夜例会へ変更

タイプ 会長・幹事懇談会 例会
B 16：15～17：15 17：30～18：30

B’ 16：45～17：45 18：00～19：00

C 17：15～18：15 18：30～19：30

C’ 17：45～18：45 19：00～20：00

D 18：00～19：00 19：15～20：00

日 曜 型 クラブ名

12月

1 日

2 月 ★淡路RAC

3 火 ★尼崎西RAC

4 水 ★芦屋川RAC

5 木 ★神戸須磨RAC

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火 ★豊岡RAC

11 水

12 木

ロータリー
研 究 会 ・
他 R I 行 事

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

日 曜 型 クラブ名

11月

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水 N 加古川平成

7 木 C 西宮恵美寿(※２)

8 金

9 土

10 日

11 月 HYOGO REC

12 火 N 豊岡円山川

13 水 D 西宮イブニング

14 木 N 和 田 山

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火 ＊ 香 住

20 水

21 木 ★加古川中央RAC

22 金 ★柏原RAC

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水 ★姫路RAC

28 木 ★神戸RAC

29 金 N 神 戸 西

30 土

10 2024-25 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1



公式訪問はガバナーにとって最も重要な任務の１つです。
ガバナー補佐が、公式訪問の２～３週間前にクラブ協議会に参加し、クラブの現況をガバナーに

報告します。
その報告により、ガバナーが公式訪問し、次のような項目を実施します。

１．会長・幹事懇談会で、クラブの現況やクラブの抱える問題点を協議する。
２．例会での卓話を通じて、奉仕の理想やRIテーマを語り、会員とのコミュニケーションを深める。
３．会長・幹事懇談会や卓話の中で、ガバナーの行動方針等を確認する。

ガバナー補佐の報告如何によっては、ガバナーが再度クラブ協議会開催を要請する場合もあります。

①書類送付について
下記の資料（No. １～６）をご送付ください（クラブにて必ず控えを保管してください）。
１．クラブ現況報告書（クラブ年次報告書など）
２．クラブ定款
３．クラブ細則
４．クラブ週報（直近の２週間分）
５．公式訪問会場への交通案内図・最寄の駐車場地図

（会長・幹事懇談会、例会場が異なる場合には、それぞれの会場名、所在地、電話番号、交通
案内図をご送付ください）

６．クラブ最新情報ご提出のお願い

提出者 提出先 部　数 期　限

会長・幹事
ガバナー補佐 １部 クラブ協議会の１週間前必着

ガバナー（ガバナー事務所） １部 公式訪問の２週間前必着

※寄付目標・増強目標などを含め、次年度のクラブ情報を５月中旬までにロータリークラブ・セントラルより入力して
ください。

②会長・幹事懇談会
会議時間は例会開始前の約1時間として、出席者はクラブ会長・幹事とガバナー・代表幹事（また
は代表幹事に準ずるもの）の４名のみを予定しています。

③公式訪問例会
例会でのガバナー卓話は25分程度を予定しております。
※大変恐縮ですが、公式訪問後の飲食のお誘い及び、お土産等のお気遣いは一切無用にお願い申し上げます。

公式訪問に関してのお願い
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RI関係・地区への送金及び報告について

１．各種送金（ロータリークラブ）
期　日 事　項 金　額 振込先 送金先 備　考

2024年7月1日
（前期）

および

2025年1月1日
（後期）

（1）人頭分担金
　　（7/1・1/1入会者含む） 半期39.25ドル

RI日本事務局 経理室

銀行振込先
三井住友銀行　新宿通支店
普-6733244
国際ロータリー日本事務局

（ロータリーカード、又はそのほかクレ
ジットカードでの支払いも可能）

国際ロータリーよりメールにて請
求書が送られます
請求書記載（日本円）通りにお振
込みください
振込期限：クラブ請求書発行から
120日以内

（2）比例人頭分担金
　　（新入会者）

［39.25÷6×在籍月数］ドル
1日入会者はその月か
ら、2日以降の入会者
は入会翌月より起算

（3）規定審議会分担金 前期のみ1.0ドル
（7/1会員数）

（4）Rotary誌（旧「The Rotarian」誌）
　　購読料(購入希望者のみ)

年間36ドル（印刷版）
年間18ドル（電子版）

（5）ロータリーの友購読料 半期1,500円（税別） 一般社団法人
ロータリーの友事務所

銀行振込のみ
三井住友銀行　浜松町支店
普-7450015
一般社団法人ロータリーの友事務所

中途入会者は
月額1部250円（税別）にて計算
ください

（6）ロータリー財団への寄付　 各クラブにて決定 公益財団法人
ロータリー日本財団

銀行振込先
三井住友銀行　赤羽支店
普-3978101
公益財団法人ロータリー日本財団

（ロータリーカード、又はそのほかクレ
ジットカードでの支払いも可能）

公益財団法人ロータリー日本財
団寄付送金明細書(振込専用)を
ご使用ください
個人および法人からの寄付は税
制上の優遇措置の対象・書式A
を使用

（7）公益財団法人ロータリー
　　米山記念奨学会への寄付 
　　（但し特別寄付は随時可）

半期2,000円以上
（各クラブにて決定）

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会

銀行振込のみ
三井住友銀行　京橋支店
普-0920373
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

RC事務局からの送金、
もしくは例外的に直接ご連絡を
いただいた場合のみ、
個人（法人）からの送金を受付

2024年7月1日
（前期）

および

2025年1月1日
（後期）

（8）地区資金 半期5,000円

ガバナー事務所

銀行振込のみ
三井住友銀行　神戸営業部
普-9791353
国際ロータリー第2680地区
一般会計

中途入会者は翌月より起算して
月額850円

（9）地区活動資金 半期2,000円 中途入会者は翌月より起算して
月額350円

（10）ガバナー月信 半期1,100円 中途入会者は翌月より起算して
月額200円

2024年７月１日
（中途入会者の取り扱い

は備考欄参照）

（11）地区大会分担金 8,000円 2025年2月末日までの中途入会者は全額
※3月1日以降の中途入会者は次年度で取りまとめ

（12）地区VTT分担金 1,000円 2025年5月末日までの中途入会者は全額
※6月1日以降の中途入会者は次年度で取りまとめ

２．各種送金（ローターアクトクラブ）
期　日 事　項 金　額 振込先 送金先 備　考

2025年1月

（1）人頭分担金
年間
大学基盤：5ドル
地域社会基盤：8ドル

RI日本事務局 経理室

銀行振込先
三井住友銀行　新宿通支店
普-6733244
国際ロータリー日本事務局

（ロータリーカード、又はそのほかクレ
ジットカードでの支払いも可能）

◦2025年1月RIレートにて日本
円に換算

◦人頭分担金は年1回の納入

（2）比例人頭分担金
　　（新入会者） 備考欄参照

◦比例人頭分担金 計算方法
　［5ドルor8ドル÷12か月×在籍

月数×2025年1月RIレート］
◦2025年1月のクラブ請求書に記載
◦比例人頭分担金は年1回の納入

３．各種報告
期　日 事　項 報告先 備　考

〈入会報告〉
入会日より30日以内

〈退会報告〉
前後30日以内

〈クラブ請求にかかる退会報告〉
6月末日or12月末日まで

クラブ請求書
〈2024年7月1日（前期）・2025年1月1日（後期）〉
発行のための会員情報報告確認

RI本部

My ROTARYオンライン報告
報告者：会長･幹事もしくは事務局職員等
　　　　（会長が承認し登録されている場合）

※ローターアクトクラブは、ローターアクトアドバイザーよりご報告いただけます。

毎月 会員数報告 ガバナー事務所 翌月10日までにGoogleフォームへ入力

2025年
2月1日までに

次年度 会長・幹事・会計の決定報告 RI本部 My ROTARYにてオンライン報告
報告者：会長･幹事、事務局職員等（会長が承認し登録されている場合）

次年度クラブ情報
（次年度会長・幹事、クラブ事務所、例会場住所確認、クラブ周年行事等） ガバナー事務所 地区Web管理システムによるオンライン報告

（こちらを基に次年度住所録を作成いたします）

国際大会
開催1か月前までに

国際大会信任状（投票代議員カード）
（クラブが国際大会に代議員を派遣しない場合、地区内クラ
ブの大会出席者に委任可能）

ガバナー事務所
国際ロータリーよりメールにて所定用紙が送られます
クラブからの出席者がいない場合、ガバナー事務所へ送付
※国際大会信任状による投票が行われない場合もございます。

その都度

入会・退会・住所・職業分類・その他の変更
RI本部 My ROTARYオンライン報告

報告者：会長･幹事、事務局職員等（会長が承認し登録されている場合）

ガバナー事務所 地区Web管理システムによるオンライン報告
月信へ掲載される場合は、併せて所定のデータにてメールでも報告

会長・幹事・クラブ役員の変更
RI日本事務局
ガバナー事務所
ロータリーの友事務所

My ROTARYオンライン報告
報告者：会長 ･ 幹事、事務局職員等（会長が承認し登録されている場合）
地区Web管理システムによるオンライン報告

事務所・例会（場所・日時）の変更 My ROTARYオンライン報告、地区Web管理システムによるオンライン報告

新クラブ･インターアクトクラブ･ローターアクトクラブ設立 RI本部へ申請、コピーをガバナー事務所へ

クラブ活動状況報告や告知等
ガバナー事務所 地区HP（みんなの掲示板）へUPをご希望の場合は、メールにて原稿・

画像・チラシ等ご送付ください。

ロータリーの友事務所 ロータリーの友へ掲載希望の場合は、直接ロータリーの友事務所へお問い合わせ下さい
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主要行事予定

地区行事
2024年
２月 18日（日） 2024年地区チーム研修セミナー

３月

16日（土）～
17日（日）

2024年会長エレクト研修セミナー
（PETS）

20日（水・祝） ロータリー財団
各奨学金面接選考会

30日（土） 2024年次期幹事研修セミナー

４月 29日（月・祝） 2024年地区研修・協議会

６月 ２日（日） 2023-24年度・2024-25年度合同
ガバナー補佐会議

７月
21日（日） 米山記念奨学セミナー

28日（日） クラブ活性化ワークショップ

10月 予定 2025-26年度
青少年交換派遣候補生面接選考会

11月

10日（日） ロータリー研修デー

17日（日） ロータリー・リーダーシップ研究会
(RLI）パートⅠ

24日（日） 第40回
インターアクト地区年次大会

12月
７日（土） 2025学年度米山奨学生面接選考会

８日（日） 2025-26年度補助金管理セミナー

2025年
２月

11日（火・祝） ロータリー・リーダーシップ研究会
(RLI）パートⅡ

23日（日・祝） 2025年地区チーム
ラーニングセミナー

３月

１日（土）
２日（日） 2024-25年度地区大会

16日（日） 2025年会長エレクト
ラーニングセミナー（PELS）

20日（木）～
23日（日） （予定）第45回RYLAセミナー

30日（日） (未定)2025年次期幹事
ラーニングセミナー

中旬～下旬 ロータリー財団
各奨学金面接選考会

４月
20日（日） ロータリー・リーダーシップ研究会

(RLI）パートⅢ

29日（火・祝） 2025年地区研修・協議会

６月 ８日（日） インターアクト会長・
幹事研修セミナー

国際ロータリー強調月間・行事
2025年
１月 ７日（日）～11日（木） 2024年国際協議会

７月 母子の健康月間

８月 会員増強・新クラブ結成推進月間

９月

基本的教育と識字率向上月間

ロータリーの友月間

９月30日（月）～10月６日（日） 学友参加推進週間

10月

地域社会の経済発展月間

米山月間

24日（木） 世界ポリオデー

11月
ロータリー財団月間

５日を含む１週間
（月～日曜日） 世界インターアクト週間

12月
疾病予防と治療月間

12日（木）～15日（日） 第53回ロータリー研究会

2025年
１月

職業奉仕月間

27日を含む１週間 追悼記念週間

２月

平和構築と紛争予防月間

９日（日）～13日（木） 2025年国際協議会
(米国フロリダ州オーランド）

23日（日・祝）
ロータリー創立記念日
世界理解と平和の日

２月23日（日）～３月１日（土） 世界理解と平和週間

３月

水と衛生月間

10（月）～16日（日） 世界ローターアクト週間

13日（木） 世界ローターアクトの日

４月 環境月間

５月 青少年奉仕月間

６月
ロータリー親睦活動月間

21日（土）～25日（水） RI国際大会
（カナダ・カルガリー）

2024年５月30日現在

IM
尼　　崎グループ 2025年１月25日（土） 東播第１グループ 2024年11月30日（土）

阪神第１グループ 2025年２月１日（土） 東播第２グループ 2025年２月８日（土）

阪神第２グループ 2025年２月８日（土） 東播第３グループ 2025年２月１日（土）

阪神第３グループ 2025年２月24日（月・振） 淡　　路グループ 2025年２月９日（日）

神戸第１グループ 実施なし 西播第１グループ 2025年２月15日(土)

神戸第２グループ 2025年２月１日（土） 西播第２グループ 2024年11月30日（土）

但　　馬グループ 2024年11月16日（土）

※各予定は変更となる可能性がございます。※一部My ROTARYより抜粋
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地区内クラブ住所録

尼　崎 水谷　旨智
武田　敏治

660-
0882

尼崎市昭和南通３-26 尼崎松本ビル 405
amarc@kind.ocn.ne.jp

06-6411-1200
06-6411-4340

〒660-0881 尼崎市昭和通３-96
　尼崎商工会議所

06-6411-2251
06-6413-1156 月 12：30

尼崎北 岸本　敏裕
森上　　恒

660-
0881

尼崎市昭和通２-７-１ ニューアルカイックビル１階
anrc@amagasakinorthrotaryclub.org

06-6481-4595
06-6481-4755

同　　左
  都ホテル尼崎２階

06-6488-7777
06-6488-0711 金 12：30

尼崎東 小畑　充生
森　　　貴

660-
0882

尼崎市昭和南通３-26 尼崎松本ビル405
amerc@kind.ocn.ne.jp

06-6411-1200
06-6411-4340

〒661-0976 尼崎市潮江１-４-１
　ホテルヴィスキオ尼崎２階

06-6491-8511
06-6491-8575 水 12：30

尼崎西 住山　利恵
藤縄　修平

660-
0881

尼崎市昭和通２-７-１ ニューアルカイックビル９階
amawest@crocus.ocn.ne.jp

06-6487-0090
06-6487-0091

同　　左
　都ホテル尼崎２階

06-6488-7777
06-6488-0711 火 12：30

尼崎南 島谷　　太
正木　英樹

660-
0881

尼崎市昭和通２-６-68 尼崎市中小企業センター５階
amasrc@amagasaki-southrc.com

06-6401-7573
06-6401-7590

〒660-0881 尼崎市昭和通２-７-１
　都ホテル尼崎

06-6488-7777
06-6488-0711 木

12：30

尼崎中 佐藤　　肇
池田　博英

660-
0881

尼崎市昭和通２-７-１ ニューアルカイックビル９階
amagasakinaka@poppy.ocn.ne.jp

06-6487-0125
06-6487-0091

同　　左
　都ホテル尼崎２階

06-6488-7777
06-6488-0711 水 18：30

伊　丹 松本　輝明
中山　行夫

664-
0895

伊丹市宮ノ前２-２-２ 伊丹商工会議所内
icci19@itami.or.jp

072-773-1375
072-775-1223

同　　左
　伊丹商工会議所会館６階

072-773-1375
072-775-1223 木 12：30

川　西 堀池　周司
波川　幸枝

666-
0021

川西市栄根２-７-70 マルミヤ電化ビル３階
kawanishi-rc@alto.ocn.ne.jp

072-757-5566
072-755-0785 同　　左 072-757-5566

072-755-0785 金 12：30

川　西
猪名川

木曽　賢造
田川　　淳

666-
0011

川西市出在家町１-８ 川西市商工会館１階
kawainar2@kagoya.net

072-757-8824
072-757-8824

同　　左
　川西市商工会館３階 特別会議室

072-757-8824
072-757-8824 火 13：00

西　宮
イブニング

太田　　伸
松嶋　洋子

561-
0872

大阪府豊中市寺内１-４-５-101　高田方
nishi.eve.rc@gmail.com

06-6865-7260
06-6865-7260

〒663-8204 西宮市高松町４-８
　プレラにしのみや４階

0798-64-9495
0798-64-9496

第１･２･４
水 19：15

西　宮 赤澤　健一
大迫　康二

663-
8166

西宮市甲子園高潮町３-30 ホテルヒューイット甲子園３階
nrc@silver.ocn.ne.jp

0798-48-4900
0798-48-4811

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-48-5111 火 12：30

芦　屋 酒本　藤雄
辻ノ　孝志

659-
0092

芦屋市大原町10-１ ホテル竹園芦屋202号室
ashiyarc@sweet.ocn.ne.jp

0797-31-0729
0797-31-1316

同　　左
　ホテル竹園芦屋３階

0797-31-2341
0797-23-2656 水 12：30

甲子園 多田　昭宏
森村　次朗

663-
8166

西宮市甲子園高潮町３-30 ホテルヒューイット甲子園３階
office@koshien-rotary.com

0798-44-5360
0798-44-5361

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-44-5361 水 12：30

西　宮
夙　川

松浦　康裕
松岡　繁郎

663-
8166

西宮市甲子園高潮町３-30 ホテルヒューイット甲子園３階
shukurc@globe.ocn.ne.jp

0798-48-4900
0798-48-4811

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-48-5111 金 12：30

芦屋川 松本由美子
坂尻　憲治

659-
0083

芦屋市西山町４-４ ライフイン芦屋弐番館206号
mail@ashiyagawa-rc.org

0797-22-0084
0797-22-0043

〒659-0092 芦屋市大原町10-１
　ホテル竹園芦屋

0797-31-2341
0797-32-0777 月 12：30

西　宮
恵美寿

深谷　俊彦
伊賀　俊行

663-
8166

西宮市甲子園高潮町３-30 ホテルヒューイット甲子園３階
office@ebisu-rotary.com

0798-44-5360
0798-44-5361

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-44-5361 木

12：30

宝　塚 横山　裕行
木本　玲子

665-
0845

宝塚市栄町１-17-８-２階
info@takarazukarc.com

0797-83-1110
0797-83-1110

〒665-0845 宝塚市栄町１-１-33
　宝塚ホテル

0797-83-1110
0797-87-9833 水 19：00

三　田 安行　英文
藤田　信樹

669-
1531

三田市天神１-５-33 三田市商工会館204
sanda-rc@piano.ocn.ne.jp

079-563-3666
079-563-3667

〒669-1321 三田市けやき台１-11-２
　ザ・セレクトンプレミア神戸三田ホテル

0795-64-1101
0795-64-1107 火 12：30

篠　山 井本　季伸
月森　一延

669-
2331

丹波篠山市二階町58-２ 丹波篠山市商工会館３階
office@sasayama-rotary.club

079-552-5656
050-3606-3139 同　　左 079-552-5656

050-3606-3139 水 12：30

柏　原 土田　博幸
井上　雅仁

669-
3309

丹波市柏原町柏原12 みなと銀行柏原支店２階
info@kaibara-rc.org

0795-72-2684
0795-72-2684 同　　左 0795-72-2684

0795-72-2684 金 13：00

宝　塚
武庫川

奥西　　要
田口　潤智

665-
0845

宝塚市栄町１-17-８-２
takarazuka-mukogawa@clear.ocn.ne.jp

0797-87-4343
0797-87-4343 同　　左 0797-87-4343

0797-87-9833 木 18：00

三田南 大前　　衛
松永　格直

669-
1531

三田市天神１-５-33 三田市商工会館内
sanminami561-3560rc@onyx.dti.ne.jp

079-561-3560
079-561-3560

〒669-1528 三田市駅前町２-１
　三田市まちづくり協働センター６階

079-559-5155
079-559-5161 木 18：30

HYOGO
ロータリー
E クラブ

福山　太一
堤　万佐子

665-
0003

宝塚市栄町１-17-８-２
office@eclub.hyogo.jp

ネット上
0797-87-4343 ネット上 ネット上 月 ネット上

神　戸 藤澤　正人
塩田　善朗

650-
0046

神戸市中央区港島中町６-10-１ 神戸ポートピアホテル721
office@koberotary.com

078-306-2525
078-302-2000

同　　左
　神戸ポートピアホテル

078-302-1111
078-302-6877 木 12：30

神戸東 神田　孝平
小林　一也

650-
0042

神戸市中央区波止場町２-１ ホテルオークラ神戸内
office@kobe-east-rc.org

078-333-1818
078-333-1515 同　　左 078-333-0111

078-333-6673 火 12：30

神　戸
東　灘

舟元美智子
泉　　　藍

658-
0032

神戸市東灘区向洋町中２-13 神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ４階
higashinadarc@seagreen.ocn.ne.jp

078-857-5518
078-857-5519

同　　左
　神戸ベイシェラトンホテル&タワーズ３階

078-857-7000
078-857-7041 月 12：30

神戸南 千葉　悠晃
髙井　　学

650-
0046

神戸市中央区港島中町６-10-１ 神戸ポートピアホテル７階
eeminami@kobeminami-rc.jp

078-303-0878
078-303-0883

同　　左
　神戸ポートピアホテル

078-302-1111
078-302-6877 月 18：00

神　戸
六　甲

関　　通孝
西岡　良和

650-
0002

神戸市中央区北野町１-１ ANAクラウンプラザホテル神戸12階
rokko-rc@beach.ocn.ne.jp

078-291-1165
178-291-1164

同　　左
　ANAクラウンプラザホテル神戸９階

078-291-1121
078-291-1164 火 18：30

神　戸
ベ　イ

嶺山　洋子
永所　利章

658-
0032

神戸市東灘区向洋町中６-９ 神戸ファッションマート４階
rep@kobebayrc.com

078-857-8606
078-857-8607

〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中２-13
　神戸ベイシェラトンホテル

078-857-7000
078-857-7041 火 12：30

神戸西 福元　隆久
前田　勝彦

651-
0086

神戸市中央区磯上通８-１-１ テッケンビル６階
kobe_nishi_ri2680@pure.ocn.ne.jp

078-221-3360
078-221-3361

〒650-0042 神戸市中央区波止場町２-１
　ホテルオークラ神戸内

078-333-0111
078-333-3577 金 12：30

神　戸
須　磨

中右　剛彰
彦坂　達也

654-
0021

神戸市須磨区平田町２丁目２-14 池尾ビル２階
sumarc@nifty.com

078-734-6600
078-734-6660

〒655-0872 神戸市垂水区塩屋町６-28-１
　ジェームス邸

078-752-2266
078-734-6660 水 12：30

神　戸
垂　水

澤村　正夫
木下　　保

655-
0012

神戸市垂水区向陽２-２-20 ボヌール向陽102
office@tarumi-rc.jp

078-708-1521
078-708-6066

〒655-0047 神戸市垂水区東舞子町18-11
　シーサイドホテル舞子ビラ神戸

078-706-3711
078-706-0749 木 18：30

神　戸
西　神

道永　憲兒
多田　昌之

651-
2273

神戸市西区糀台５-６-３ 神戸西神オリエンタルホテル６階
info@kobeseishin.org

078-991-1000
078-991-1449

同　　左
　神戸西神オリエンタルホテル４階

078-992-8111 木 12：30

神戸中 橋本　猛央
松本　考史

651-
0094

神戸市中央区琴ノ緒町５-３-５ グリーンシャポービル３階 307号室
info@kobenaka-rotary.com

078-265-6151
078-265-6152

〒650-0042
神戸市中央区波止場町２-１

078-333-0111
078-333-3577 火 18：30

神　戸
モーニング

高　　英彦
浦島　信子

650-
0012

神戸市中央区北長狭通３-２-３ ニューグランドビル５階
kmrc2680@gmail.com

078-392-0775
078-392-0776

同　　左
　ニューグランドビル２階

078-392-0775
078-392-0776 木 7：00
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クラブ名 上 段 会 長
下 段 幹 事 〒 事 　 　 務 　 　 所

E-ma i l アドレス
上段 ＴＥＬ
下段 ＦＡＸ 例 　 会 　 場 上段 ＴＥＬ

下段 ＦＡＸ
例 会

曜日 時間

第４木曜のみ
18：30

第 １ 木曜日
18：30
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明　石 宮本　享明
渡辺　喜夫

673-
0016

明石市松の内２-２ ホテルキャッスルプラザ９階
info@akashi-rc.com

078-940-8766
078-940-8726

同　　左
　ホテルキャッスルプラザ３階

078-927-1700
078-925-3999 水 12：30

明石東 福永　博一
加納由紀夫

655-
0047

神戸市垂水区東舞子町18番11号 シーサイドホテル舞子ビラ神戸361号室
akashihigashi-rc@cap.ocn.ne.jp

078-708-7674
078-708-7675

同　　左
　シーサイドホテル舞子ビラ神戸

078-706-3711
078-706-2212 木 18：00

明石北 濱端　　俊
神内　隆雄

673-
0878

明石市山下町６-９ 松田公認会計士事務所ビル３階
a-kitarc@collabiz.net

078-914-5934
078-940-6281

〒673-0891 明石市大明石町２-１-１
　グリーンヒルホテル明石

078-912-2111
078-914-1974 火 12：30

高　砂 西田　州応
池本　和正

676-
8558

高砂市高砂町北本町1104 高砂商工会議所内
takasago_rc@takasago-cci.or.jp

079-443-0500
079-442-0369

同　　左
　高砂商工会議所２階

079-443-0500
079-442-0369 金 12：30

加古川 大庫　隆夫
山本亜也夫

675-
0064

加古川市加古川町溝之口800 加古川商工会議所会館５階
kakogawa@rotaryclub.ne.jp

079-423-0661
079-423-0677

同　　左
　加古川商工会議所会館４階

079-423-0661
079-423-0677 火 12：30

加古川
中　央

大西　和樹
船山　英宣

675-
0064

加古川市加古川町溝之口800 加古川商工会議所会館５階
info@kakogawa-chuo-rotary.club

079-421-5152
079-421-5559

同　　左
　加古川商工会議所会館４階 大会議室

079-421-5152 木 12：30

高　砂
青　松

青柳　　淳
都倉　隆宏

676-
8558

高砂市高砂町北本町1104 高砂商工会議所内
seisho_rc@takasago-cci.or.jp

079-443-0500
079-442-0369

同　　左
　高砂商工会議所２階

079-443-0500
079-442-0369 水 12：30

加古川
平　成

鈴木　勝博
山本　裕一

675-
0064

加古川市加古川町溝之口800 加古川商工会議所会館５階
heiseirc@basil.ocn.ne.jp

079-422-8000
079-422-8100

同　　左
　加古川商工会議所会館４階

079-422-8000 水 12：30

三　木 宮永　　淳
小藤　貴雅

673-
0431

三木市本町２-１-18 三木商工会館３階
info@miki-rc.jp

0794-82-8880
0794-82-0909

同　　左
　三木商工会館４階 大会議室

0794-82-8880
0794-82-0909 金 12：30

小　野
加　東

飯尾　雅人
渡瀬　直哉

675-
1378

小野市王子町800-１ 小野商工会館３階
info@rotary.onocci.or.jp

0794-63-3545
0794-63-7572

同　　左
　小野商工会館４階 大会議室

0794-63-3545
0794-63-7572 水 12：30

北　条 濱本　泰秀
林　　垂栄

675-
2312

加西市北条町北条28-１ アスティアかさい１階
hojo-ro@yacht.ocn.ne.jp

0790-43-1666
0790-42-1940

〒675-2443 加西市笹倉町823-１
　いこいの村はりま

0790-44-1750
0790-44-2480 火 12：30

西　脇 園田　純也
蘆田　裕三

677-
0015

西脇市西脇990 西脇商工会議所内
nishiwaki-rc@hesocci.or.jp

0795-22-3901
0795-22-8739

同　　左
　西脇ロイヤルホテル ２階 グランドホール

0795-23-2000
0795-23-8604 月 12：30

三　木
みどり

一井　康秀
清原由美子

673-
0431

三木市本町２-１-18 三木商工会館３階
midori-rc@extra.ocn.ne.jp

0794-82-7333
0794-82-7444

同　　左
　三木商工会館４階 大会議室

0794-82-7333
0794-82-7444 月 19：00

洲　本 木村　一郎
島田　雄宇

656-
0025

洲本市本町４-５-３ 洲本商工会議所会館403号
sumotorc50@cup.ocn.ne.jp

0799-22-8915
0799-26-0101

〒656-0025 洲本市本町４-５-10
　三井住友銀行洲本支店

0799-22-8915
0799-22-0101 火 12：30

南淡路 安部　則行
河野　隆行

656-
0501

南あわじ市福良甲1530-11 ジャヴァビル101
minamiawaji-r.c@juno.ocn.ne.jp

0799-53-1889
0799-53-1889

〒656-0501 南あわじ市福良甲512-２
　福良地区公民館 ２階 202室

0799-50-3048
0799-50-3068 金 12：30

淡　路
三　原

瀧口　　洋
太田　雅之

656-
0462

南あわじ市市青木110-９ 淡路信用金庫市支店３階
awaji-mihara-rc@giga.ocn.ne.jp

0799-42-3299
0799-42-5005 同　　左 0799-42-3299

0799-42-5005 木 12：30

津　名 上河　　護
太田　達雄

656-
2131

淡路市志筑3117-12 淡路信用金庫 志筑支店３階
rc27tuna@hyper.ocn.ne.jp

0799-62-2375
0799-62-2375 同　　左 0799-62-2375

0799-62-2375 水 12：30

あわじ
中　央

嶋本　宏信
岡田　真人

656-
0131

南あわじ市広田中筋792-８
awajichuo-rc@zeus.eonet.ne.jp

0799-45-2345
0799-45-2345

〒656-0122 南あわじ市広田広田1057-１
　広田地区公民館内

0799-44-3008 水 19：00

姫　路 津田　隆雄
澤田　安弘

670-
0932

姫路市下寺町43 姫路商工会議所新館２階
office@himeji-rc.org

079-222-7800
079-222-7802

同　　左
　姫路商工会議所501ホール

079-222-6001
079-288-0047 火 12：30

姫路南 横田　勝好
宝角　勝利

670-
0962

姫路市南駅前町100 ホテル日航姫路601
info@himeji-minami-rc.com

079-224-8224
079-288-3941

同　　左
　ホテル日航姫路３階

079-222-2231
079-224-4144 月 12：30

姫路西 石橋　悦次
三木　健児

670-
0953

姫路市三条町１-31 姫路建設会館４階
himeji-west@tiara.ocn.ne.jp

079-280-8778
079-280-6333

〒670-0962 姫路市南駅前町100番
　ホテル日航姫路

079-222-2231
079-224-3731 水 12：30

姫路東 橋本　雅彦
小倉　克輝

670-
0932

姫路市下寺町43 姫路商工会議所新館３階
info@himeji-east-rc.com

079-288-6416
079-222-8256

同　　左
　姫路商工会議所本館５階501ホール

079-222-6001
079-288-0047 月 18：00

神　崎 尾上　克具
小林　正一

679-
2212

神崎郡福崎町福田116-１ ３階 福崎町商工会館内
knzki-rc@jasmine.ocn.ne.jp

0790-22-2565
0790-22-7528 同　　左 0790-22-2565

0790-22-4354 木 12：30

姫　路
中　央

山本美比古
永井　久晴

670-
0043

姫路市小姓町35-１ 船場西ビル212号
chuo@memenet.or.jp

0792-69-9373
0732-69-9380

〒670-0932 姫路市下寺町43
　姫路商工会議所本館地下１階 清交クラブ

079-222-6001
079-224-2207

第１･３･５
木 12：30

赤　穂 木虎　知己
横山　淳平

678-
0239

赤穂市加里屋68-９ 赤穂商工会館内
ako-rc@feel.ocn.ne.jp

0791-43-6388
0791-43-6667

同　　左
　赤穂商工会館４階大ホール

0791-43-2727
0791-45-2101 木 12：30

相　生 神谷　栄幸
髙谷　俊祐

678-
0031

相生市旭３-１-23 相生商工会議所内
aioi-rc@aioicci.jp

0791-23-0144
0791-22-2290

同　　左
　相生商工会議所３階 大会議室

0791-22-1234
0791-22-2290 水 12：30

龍　野 片岡　孝次
池田　和由

679-
4167

たつの市龍野町富永702-１ 龍野商工会議所内
tatsuno-rc@tatsuno.or.jp

0791-63-4141
0791-63-4360

同　　左
　龍野経済交流センター

0791-63-4141
0791-63-4360 木 12：30

上　郡
佐　用

髙見　一良
名田　明良

678-
1233

赤穂郡上郡町大持278 上郡町商工会館内
kamigori@gold.ocn.ne.jp

0791-52-3710
0791-52-3833 同　　左 0791-52-3710

0791-52-3833 金 12：30

豊　岡 谷　孝之輔
野田　昌男

668-
0031

豊岡市大手町６-16
toyookarc@gmail.com

0796-24-2800
0796-24-1360

〒668-0027 豊岡市若松町２-９
　アールべルアンジェ豊岡

0796-26-2255
0796-29-1502 金 12：30

生　野 佐藤　　恭
池野　雅視

679-
3301

朝来市生野町口銀谷511 但陽信用金庫 生野本部２階
ikunorc@mxc.nkansai.ne.jp

079-679-3425
079-679-3425

〒679-3301 朝来市生野町口銀谷535
　但陽会館東館

079-679-4375
079-679-4375 水 12：30

香　住 柴田　章二
今井　　学

669-
6544

美方郡香美町香住区香住113-１
kasumi-rc@bz03.plala.or.jp

0796-36-1283
0796-36-1283

〒669-6544 美方郡香美町香住区香住100-2
　香住文化会館

0796-36-1026
0796-36-1028 火 12：20

豊　岡
円山川

河本　学司
井藤　伸二

668-
0031

豊岡市大手町６-16
toyooka.maruyamagawa.rc@gmail.com

0796-24-2800
0796-24-1360

〒668-0027 豊岡市若松町２-９
　アールべルアンジェ豊岡

0796-26-2255
0796-29-1502 火 12：30

和田山 衣川　義弘
福富　宏三

669-
5231

朝来市和田山町林垣911 ル・パルク内
wdym.1941@lilac.ocn.ne.jp

079-672-5435
079-672-5435

同　　左
　但馬重機㈱研修所 ル・パルク内

079-672-5435
079-672-5435 木 12：30

宝塚ユニバース
ロ ー タ リ ー
衛 星 ク ラ ブ

阪本　渚子
郭　　斐斐

665-
0845

宝塚市栄町１-17-８-２階
takarazuka.universe@gmail.com

0797-83-1110
0797-83-1110 ネット上 ネット上

隔週
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19：00
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クラブ名 上 段 会 長
下 段 幹 事 〒 事 　 　 務 　 　 所

E-ma i l アドレス
上段 ＴＥＬ
下段 ＦＡＸ 例 　 会 　 場 上段 ＴＥＬ

下段 ＦＡＸ
例 会

曜日 時間

クラブ名 上 段 議 長
下 段 幹 事 〒 事 　 　 務 　 　 所

E-ma i l アドレス
上段 ＴＥＬ
下段 ＦＡＸ 例 　 会 　 場 上段 ＴＥＬ

下段 ＦＡＸ
例 会

曜日 時間
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ガバナー補佐・クラブ会長・幹事紹介（敬称略）
ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2680

ガ バ ナ ー

矢坂　誠徳
（神戸西）

地区ラーニング
ファシリテーター

矢野　宗司
（加古川中央）

代表幹事

山口　　宰
（神戸西）

ガバナーエレクト

城　　　守
（姫路）

ガバナーノミニー

白井　務子
（姫路東）

ガバナー補佐

山　本　　　澄
（尼崎南）

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

矢坂ガバナーの行動指針、活動方針、運営方針のもと、尼崎6ロータリークラブの会長、
幹事、会員の皆様のご協力を頂いて、頑張ります。皆様とご一緒に、楽しく、優しく、仲
良く、手に手つないで　ロータリーのマジックを体験したいですね、体験させてあげた
いですね。そしてこれが会員増強につながればいいですね。よろしくお願いいたします。

本年度、ガバナー指名ガバ
ナー補佐という新たな役職を
ご指名いただき、矢坂ガバ
ナーの行動指針のもと、地区
の活性化のため、地区委員会
相互の横のつながりを今まで
以上に強固なものにするよう、
努めさせていただきたいと思
います。

昨年度の淡路グループガバナー
補佐に引き続き、ガバナーのお手
伝いができますことを光栄に存じ
ております。現在の私のすべては
ロータリーと共にあると思ってお
ります。ロータリーで学んだことや
経験したことは、私の人生最大の
糧となっております。微力ながら
矢坂ガバナーや皆様のお力にな
れるよう努める所存でございます。

水谷旨智 武田敏治 岸本敏裕 森上　恒

小畑充生 森　　貴 住山利恵 藤縄修平

島谷　太 正木英樹 佐藤　肇 池田博英

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

ガバナー補佐

丹　羽　謙　次
（西宮イブニング）

矢坂ガバナーの行動指針を基に、各クラブの独自性を尊重し、グループ
の親睦と結束を図りつつ、明るく前へ！と思っています。サミュエル・ウル
マンの詩「青春」の一節、“希望がある限り若く、失望と共に朽ちる”を胸に
刻んで、皆さんと共に歩んでいく所存です。ご協力の程お願いいたします。

ガバナー補佐

大　塚　勝　弘
（西宮夙川）

今、ロータリークラブは変革の真っ最中にあると、ここ数年の地区での研
修を受けてひしひしと感じております。矢坂ガバナーの方針の下、西宮・
芦屋エリアでのロータリークラブの認知度を高めるために６クラブの皆
様と一緒に頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

松本輝明 中山行夫 堀池周司 波川幸枝

木曽賢造 田川　淳 太田　伸 松嶋洋子

赤澤健一 大迫康二 酒本藤雄 辻ノ孝志

多田昭宏 森村次朗 松浦康裕 松岡繁郎

松本由美子 坂尻憲治 深谷俊彦 伊賀俊行

尼 崎 グ ル ー プ 阪神第１グループ 阪神第２グループ

尼　　　崎 尼　崎　北

尼　崎　東 尼　崎　西

尼　崎　南 尼　崎　中

西　　　宮 芦　　　屋

甲　子　園 西 宮 夙 川

芦　屋　川 西宮恵美寿

伊　　　丹 川　　　西

川西猪名川 西宮イブニング

◆ ガバナー指名ガバナー補佐 ◆

武本　正照
（尼崎北）

秦　紳一郎
（洲本）

16 2024-25 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1



ガバナー補佐・クラブ会長・幹事紹介（敬称略）
ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2680

ガ バ ナ ー

矢坂　誠徳
（神戸西）

地区ラーニング
ファシリテーター

矢野　宗司
（加古川中央）

代表幹事

山口　　宰
（神戸西）

ガバナーエレクト

城　　　守
（姫路）

ガバナーノミニー

白井　務子
（姫路東）

ガバナー補佐

山　本　　　澄
（尼崎南）

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

矢坂ガバナーの行動指針、活動方針、運営方針のもと、尼崎6ロータリークラブの会長、
幹事、会員の皆様のご協力を頂いて、頑張ります。皆様とご一緒に、楽しく、優しく、仲
良く、手に手つないで　ロータリーのマジックを体験したいですね、体験させてあげた
いですね。そしてこれが会員増強につながればいいですね。よろしくお願いいたします。

本年度、ガバナー指名ガバ
ナー補佐という新たな役職を
ご指名いただき、矢坂ガバ
ナーの行動指針のもと、地区
の活性化のため、地区委員会
相互の横のつながりを今まで
以上に強固なものにするよう、
努めさせていただきたいと思
います。

昨年度の淡路グループガバナー
補佐に引き続き、ガバナーのお手
伝いができますことを光栄に存じ
ております。現在の私のすべては
ロータリーと共にあると思ってお
ります。ロータリーで学んだことや
経験したことは、私の人生最大の
糧となっております。微力ながら
矢坂ガバナーや皆様のお力にな
れるよう努める所存でございます。

水谷旨智 武田敏治 岸本敏裕 森上　恒

小畑充生 森　　貴 住山利恵 藤縄修平

島谷　太 正木英樹 佐藤　肇 池田博英

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

ガバナー補佐

丹　羽　謙　次
（西宮イブニング）

矢坂ガバナーの行動指針を基に、各クラブの独自性を尊重し、グループ
の親睦と結束を図りつつ、明るく前へ！と思っています。サミュエル・ウル
マンの詩「青春」の一節、“希望がある限り若く、失望と共に朽ちる”を胸に
刻んで、皆さんと共に歩んでいく所存です。ご協力の程お願いいたします。

ガバナー補佐

大　塚　勝　弘
（西宮夙川）

今、ロータリークラブは変革の真っ最中にあると、ここ数年の地区での研
修を受けてひしひしと感じております。矢坂ガバナーの方針の下、西宮・
芦屋エリアでのロータリークラブの認知度を高めるために６クラブの皆
様と一緒に頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

松本輝明 中山行夫 堀池周司 波川幸枝

木曽賢造 田川　淳 太田　伸 松嶋洋子

赤澤健一 大迫康二 酒本藤雄 辻ノ孝志

多田昭宏 森村次朗 松浦康裕 松岡繁郎

松本由美子 坂尻憲治 深谷俊彦 伊賀俊行

尼 崎 グ ル ー プ 阪神第１グループ 阪神第２グループ

尼　　　崎 尼　崎　北

尼　崎　東 尼　崎　西

尼　崎　南 尼　崎　中

西　　　宮 芦　　　屋

甲　子　園 西 宮 夙 川

芦　屋　川 西宮恵美寿

伊　　　丹 川　　　西

川西猪名川 西宮イブニング

◆ ガバナー指名ガバナー補佐 ◆

武本　正照
（尼崎北）

秦　紳一郎
（洲本）
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東播第１グループ神戸第１グループ阪神第３グループ 神戸第２グループ

神　　　戸

会　長 幹　事

神　戸　東

会　長 幹　事

神 戸 東 灘

会　長 幹　事 会　長 幹　事

神　戸　南

会　長 幹　事

神 戸 六 甲

会　長 幹　事

神 戸 ベ イ

ガバナー補佐

仲　内　悦　治
（宝　塚）

矢坂ガバナーの行動方針、活動方針をふまえて、より良いロータリークラブ
を生み出す行動計画の推進者となり、魅力的な体験をクラブの皆さんと一緒
に創り出していきたいと思います。Heartwarming Rotary温もりのある居
心地のいいクラブを目指していきましょう。どうぞよろしくお願いいたします。

ガバナー補佐

石　田　希世士
（神戸東灘）

矢坂ガバナーの今期の行動指針「Heartwarming Rotary」は、心温まる
ロータリアンライフの実現を目指しています。この一年間、神戸第一グルー
プの皆様が少しでも“ほっこり”とした気持ちになれるよう努めて参ります。
皆様のご指導とご鞭撻を賜りますよう、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

藤澤正人 塩田善朗 神田孝平 小林一也

舟元美智子 泉　　藍 千葉悠晃 髙井　学

関　通孝 西岡良和 嶺山洋子 永所利章

ガバナー補佐

西　藤　隆　弘
（神戸西神）

矢坂ガバナーの行動指針に沿って、グループ内6クラブの地区と各クラブとの
橋渡しを行っていきたいと思っています。DEI（多様性・公平さ。包摂）＋
Belonging（帰属性）D：誰もがE：笑顔でI：居心地のいいクラブを目指して
いきます。各クラブの会長、幹事、会員の皆様1年間よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐

柏　木　喜　義
（明石東）

当グループはクラブ数が少ないので、よりグループ内の垣根を
低くし、メンバー間の交流を図っていきたいと思います。矢坂ガ
バナーの行動指針を元にクラブ間の親睦を深め、奉仕事業につ
なげていけたらと考えていますのでよろしくお願いいたします。

神　戸　西

会　長 幹　事

神 戸 須 磨

会　長 幹　事

神 戸 垂 水

会　長 幹　事

神 戸 西 神

会　長 幹　事

会　長 幹　事

神　戸　中

会　長 幹　事

神戸モーニング

明　　　石

会　長 幹　事

明　石　東

会　長 幹　事

明　石　北

会　長 幹　事

福元隆久 前田勝彦 中右剛彰 彦坂達也

澤村正夫 木下　保 道永憲兒 多田昌之

橋本猛央 松本考史 高　英彦 浦島信子

宮本享明 渡辺喜夫 福永博一 加納由紀夫

濱端　俊 神内隆雄

会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

宝　　　塚

三　　　田 篠　　　山

柏　　　原 宝塚武庫川

三　田　南 HYOGOロータリーEクラブ

横山裕行 木本玲子

安行英文 藤田信樹 井本季伸 月森一延

土田博幸 井上雅仁 奥西　要 田口潤智

大前　衛 松永格直 福山太一 堤　万佐子

議　長 幹　事
阪本渚子 郭　斐斐

宝塚ユニバースRSC

※RSC＝ロータリー衛星クラブ
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東播第１グループ神戸第１グループ阪神第３グループ 神戸第２グループ

神　　　戸

会　長 幹　事

神　戸　東

会　長 幹　事

神 戸 東 灘

会　長 幹　事 会　長 幹　事

神　戸　南

会　長 幹　事

神 戸 六 甲

会　長 幹　事

神 戸 ベ イ

ガバナー補佐

仲　内　悦　治
（宝　塚）

矢坂ガバナーの行動方針、活動方針をふまえて、より良いロータリークラブ
を生み出す行動計画の推進者となり、魅力的な体験をクラブの皆さんと一緒
に創り出していきたいと思います。Heartwarming Rotary温もりのある居
心地のいいクラブを目指していきましょう。どうぞよろしくお願いいたします。

ガバナー補佐

石　田　希世士
（神戸東灘）

矢坂ガバナーの今期の行動指針「Heartwarming Rotary」は、心温まる
ロータリアンライフの実現を目指しています。この一年間、神戸第一グルー
プの皆様が少しでも“ほっこり”とした気持ちになれるよう努めて参ります。
皆様のご指導とご鞭撻を賜りますよう、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

藤澤正人 塩田善朗 神田孝平 小林一也

舟元美智子 泉　　藍 千葉悠晃 髙井　学

関　通孝 西岡良和 嶺山洋子 永所利章

ガバナー補佐

西　藤　隆　弘
（神戸西神）

矢坂ガバナーの行動指針に沿って、グループ内6クラブの地区と各クラブとの
橋渡しを行っていきたいと思っています。DEI（多様性・公平さ。包摂）＋
Belonging（帰属性）D：誰もがE：笑顔でI：居心地のいいクラブを目指して
いきます。各クラブの会長、幹事、会員の皆様1年間よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐

柏　木　喜　義
（明石東）

当グループはクラブ数が少ないので、よりグループ内の垣根を
低くし、メンバー間の交流を図っていきたいと思います。矢坂ガ
バナーの行動指針を元にクラブ間の親睦を深め、奉仕事業につ
なげていけたらと考えていますのでよろしくお願いいたします。

神　戸　西

会　長 幹　事

神 戸 須 磨

会　長 幹　事

神 戸 垂 水

会　長 幹　事

神 戸 西 神

会　長 幹　事

会　長 幹　事

神　戸　中

会　長 幹　事

神戸モーニング

明　　　石

会　長 幹　事

明　石　東

会　長 幹　事

明　石　北

会　長 幹　事

福元隆久 前田勝彦 中右剛彰 彦坂達也

澤村正夫 木下　保 道永憲兒 多田昌之

橋本猛央 松本考史 高　英彦 浦島信子

宮本享明 渡辺喜夫 福永博一 加納由紀夫

濱端　俊 神内隆雄

会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

宝　　　塚

三　　　田 篠　　　山

柏　　　原 宝塚武庫川

三　田　南 HYOGOロータリーEクラブ

横山裕行 木本玲子

安行英文 藤田信樹 井本季伸 月森一延

土田博幸 井上雅仁 奥西　要 田口潤智

大前　衛 松永格直 福山太一 堤　万佐子

議　長 幹　事
阪本渚子 郭　斐斐

宝塚ユニバースRSC

※RSC＝ロータリー衛星クラブ
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西播第１グループ

ガバナー補佐

中　野　哲　郎
（高　砂）

矢坂ガバナーの「Heartwarming Rotary」ほっこりする、ほっこりでき
るロータリーを我々ロータリアンが創ることが多くの人を救える会長
テーマ「The Magic of Rotary」に繋がるphilosophyと考え、多くのロー
タリアンが「おもろい」を実践できるように務めていきたいと思います。

ガバナー補佐

金　鹿　　　功
（三　木）

全力で直球を投げたつもりでも、球威が乏しいため途中で落っこちたり、風に
煽られてフラフラしたりします。そんな私は変化球投手と呼ばれますが、本来
私はダッグアウトエースなのです。超緊張の登板ですが、矢坂ガバナーの思い
を剛球にのせて誠心誠意力投します。どうかホームベースまで届きますように。

東播第３グループ

三　　　木

会　長 幹　事

小 野 加 東

会　長 幹　事

北　　　条

会　長 幹　事

西　　　脇

会　長 幹　事

三木みどり

会　長 幹　事

東播第２グループ

高　　　砂

会　長 幹　事

加　古　川

会　長 幹　事

加古川中央

会　長 幹　事

高 砂 青 松

会　長 幹　事

加古川平成

会　長 幹　事

宮永　淳 小藤貴雅 飯尾雅人 渡瀬直哉

濱本泰秀 林　垂栄 園田純也 蘆田裕三

一井康秀 清原由美子

西田州応 池本和正 大庫隆夫 山本亜也夫

大西和樹 船山英宣 青柳　淳 都倉隆宏

鈴木勝博 山本裕一

ガバナー補佐

本　名　孝　至
（津　名）

矢坂ガバナーの行動指針に従って、地区と淡路グループ各クラブと
の連携強化に努めると共に、淡路グループ内の友好親善を図り、

「はじまりの島・淡路」に相応しい奉仕活動が展開できるよう微力を
捧げる所存ですので、宜しくご指導とご協力をお願い申し上げます。

ガバナー補佐

石　田　文　徳
（姫路西）

RI会長のテーマ「ロータリーのマジック」と矢坂ガバナーの活動方針のもと、
先ずは西播第１グループ６クラブの結束を図り、地区と各クラブとのパイプ
役をしっかりと果たします。次に各クラブの諸課題について好事例を紹介
する等、活性化に努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

姫　　　路

会　長 幹　事

姫　路　南

会　長 幹　事

姫　路　西

会　長 幹　事

姫　路　東

会　長 幹　事

神　　　崎

会　長 幹　事

姫 路 中 央

会　長 幹　事

淡路グループ

洲　　　本

会　長 幹　事

南　淡　路

会　長 幹　事

淡 路 三 原

会　長 幹　事

津　　　名

会　長 幹　事

あわじ中央

会　長 幹　事

木村一郎 島田雄宇 安部則行 河野隆行

瀧口　洋 太田雅之 上河　護 太田達雄

嶋本宏信 岡田真人

津田隆雄 澤田安弘 横田勝好 宝角勝利

石橋悦次 三木健児 橋本雅彦 小倉克輝

尾上克具 小林正一 山本美比古 永井久晴
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西播第１グループ

ガバナー補佐

中　野　哲　郎
（高　砂）

矢坂ガバナーの「Heartwarming Rotary」ほっこりする、ほっこりでき
るロータリーを我々ロータリアンが創ることが多くの人を救える会長
テーマ「The Magic of Rotary」に繋がるphilosophyと考え、多くのロー
タリアンが「おもろい」を実践できるように務めていきたいと思います。

ガバナー補佐

金　鹿　　　功
（三　木）

全力で直球を投げたつもりでも、球威が乏しいため途中で落っこちたり、風に
煽られてフラフラしたりします。そんな私は変化球投手と呼ばれますが、本来
私はダッグアウトエースなのです。超緊張の登板ですが、矢坂ガバナーの思い
を剛球にのせて誠心誠意力投します。どうかホームベースまで届きますように。

東播第３グループ

三　　　木

会　長 幹　事

小 野 加 東

会　長 幹　事

北　　　条

会　長 幹　事

西　　　脇

会　長 幹　事

三木みどり

会　長 幹　事

東播第２グループ

高　　　砂

会　長 幹　事

加　古　川

会　長 幹　事

加古川中央

会　長 幹　事

高 砂 青 松

会　長 幹　事

加古川平成

会　長 幹　事

宮永　淳 小藤貴雅 飯尾雅人 渡瀬直哉

濱本泰秀 林　垂栄 園田純也 蘆田裕三

一井康秀 清原由美子

西田州応 池本和正 大庫隆夫 山本亜也夫

大西和樹 船山英宣 青柳　淳 都倉隆宏

鈴木勝博 山本裕一

ガバナー補佐

本　名　孝　至
（津　名）

矢坂ガバナーの行動指針に従って、地区と淡路グループ各クラブと
の連携強化に努めると共に、淡路グループ内の友好親善を図り、

「はじまりの島・淡路」に相応しい奉仕活動が展開できるよう微力を
捧げる所存ですので、宜しくご指導とご協力をお願い申し上げます。

ガバナー補佐

石　田　文　徳
（姫路西）

RI会長のテーマ「ロータリーのマジック」と矢坂ガバナーの活動方針のもと、
先ずは西播第１グループ６クラブの結束を図り、地区と各クラブとのパイプ
役をしっかりと果たします。次に各クラブの諸課題について好事例を紹介
する等、活性化に努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

姫　　　路

会　長 幹　事

姫　路　南

会　長 幹　事

姫　路　西

会　長 幹　事

姫　路　東

会　長 幹　事

神　　　崎

会　長 幹　事

姫 路 中 央

会　長 幹　事

淡路グループ

洲　　　本

会　長 幹　事

南　淡　路

会　長 幹　事

淡 路 三 原

会　長 幹　事

津　　　名

会　長 幹　事

あわじ中央

会　長 幹　事

木村一郎 島田雄宇 安部則行 河野隆行

瀧口　洋 太田雅之 上河　護 太田達雄

嶋本宏信 岡田真人

津田隆雄 澤田安弘 横田勝好 宝角勝利

石橋悦次 三木健児 橋本雅彦 小倉克輝

尾上克具 小林正一 山本美比古 永井久晴
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但馬グループ

ガバナー補佐

中　村　孝　秀
（龍　野）

矢坂ガバナー年度の行動指針を基に、西播第２グループの結束
と活性化に尽力致します。補佐として「ロータリー初心忘るべから
ず」をモットーとし、各会員が「Rotary’s Value」を再確認し、クラ
ブとロータリーに対する自負を確立する１年にしたいと思います。

ガバナー補佐

田　岡　　　茂
（豊岡円山川）

矢坂誠徳ガバナーの行動指針は“Heartwarming Rotary”で
す。DEI「D：だれもが」 」「E：笑顔で」 「I：居心地のいいクラブ」
を創造しましょう。“但馬は一つ、地域の活性化を!”５クラブの楽
しい親睦交流会を計画したいと考えています。

西播第２グループ

豊　　　岡

会　長 幹　事

生　　　野

会　長 幹　事

香　　　住

会　長 幹　事

豊岡円山川

会　長 幹　事

和　田　山

会　長 幹　事

赤　　　穂

会　長 幹　事

相　　　生

会　長 幹　事

龍　　　野

会　長 幹　事

上 郡 佐 用

会　長 幹　事

谷　孝之輔 野田昌男 佐藤　恭 池野雅視

柴田章二 今井　学 河本学司 井藤伸二

衣川義弘 福富宏三

木虎知己 横山淳平 神谷栄幸 髙谷俊祐

片岡孝次 池田和由 髙見一良 名田明良
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地区組織表①　委員長紹介（敬称略)

但馬グループ

ガバナー補佐

中　村　孝　秀
（龍　野）

矢坂ガバナー年度の行動指針を基に、西播第２グループの結束
と活性化に尽力致します。補佐として「ロータリー初心忘るべから
ず」をモットーとし、各会員が「Rotary’s Value」を再確認し、クラ
ブとロータリーに対する自負を確立する１年にしたいと思います。

ガバナー補佐

田　岡　　　茂
（豊岡円山川）

矢坂誠徳ガバナーの行動指針は“Heartwarming Rotary”で
す。DEI「D：だれもが」 」「E：笑顔で」 「I：居心地のいいクラブ」
を創造しましょう。“但馬は一つ、地域の活性化を!”５クラブの楽
しい親睦交流会を計画したいと考えています。

西播第２グループ

豊　　　岡

会　長 幹　事

生　　　野

会　長 幹　事

香　　　住

会　長 幹　事

豊岡円山川

会　長 幹　事

和　田　山

会　長 幹　事

赤　　　穂

会　長 幹　事

相　　　生

会　長 幹　事

龍　　　野

会　長 幹　事

上 郡 佐 用

会　長 幹　事

谷　孝之輔 野田昌男 佐藤　恭 池野雅視

柴田章二 今井　学 河本学司 井藤伸二

衣川義弘 福富宏三

木虎知己 横山淳平 神谷栄幸 髙谷俊祐

片岡孝次 池田和由 髙見一良 名田明良

委員長

（加古川中央）
矢野　宗司

委員長

（神戸西）
矢坂　誠徳

委員長 副委員長 副委員長

（加古川中央）
矢野　宗司

（西宮イブニング）
黒田　建一

（HYOGO REC）
吉井久美子

ラーニング委員会 行動計画委員会

ガバナー指名委員会 地区運営会議 ラーニング委員会

奉仕プロジェクト
特別会計委員会地区財務委員会 監査委員会

規定審議委員会 危機管理委員会

（洲本）
秦　紳一郎

（尼崎北）
武本　正照

委員長

（西脇）
髙瀬　英夫

副委員長

（芦屋川）
永瀬　隆一

委員長

（加古川平成）
林　　知宏

副委員長

（甲子園）
寺尾　秀治

副委員長

（神戸中）
宇尾　好博

委員長

（西宮イブニング）
黒田　建一

副委員長

（伊丹）
田中　賢一

委員長

（神戸西）
笹倉　宣也

委員長

（神戸西）
矢坂　誠徳

委員長

（神戸南）
飯田　健一

DEI小副委員長DEI小委員長
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地区組織表②　委員長紹介（敬称略)

委員長 DX推進小委員長

（甲子園）
天羽　公夫

副委員長

（甲子園）
二宮　明彦

クラブ管理運営委員会

職業奉仕委員会

社会奉仕委員会

国際奉仕委員会

（HYOGO REC）
藤原　一秀

DX推進小副委員長

（神戸西）
園田　幸央

委員長

（柏原）
冨田　博重

副委員長

（洲本）
不動　正章

副委員長

（豊岡）
遠藤玄一郎

（姫路）
鎌谷　正弘

副委員長

（尼崎東）
小坂　圭一

副委員長

（伊丹）
岩井　秀樹

副委員長

（姫路南）
有川　裕之

（姫路南）
有川　裕之

（姫路南）
中村　滋彦

委員長

（加古川中央）
喜多　美雄

委員長

（あわじ中央）
徳梅　明彦

国際奉仕小委員長 VTT小委員長 奨学金・平和フェローシップ小委員長
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委員長

RYLA小委員長 RYLA小副委員長 青少年交換小委員長 青少年交換小副委員長

インターアクト小副委員長インターアクト小委員長

（西宮イブニング）
黒田　建一

副委員長

（伊丹）
田中　賢一

副委員長

（HYOGO REC）
吉井久美子

青少年奉仕委員会

青少年奉仕委員会

ロータリー財団委員会

ロータリー財団委員会

（宝塚）
贄田　　肇

（川西）
北川　博崇

（柏原）
竹内　理弘

委員長

（伊丹）
吉岡　博忠

副委員長

（洲本）
秦　紳一郎

（伊丹）
上野　貴志

（伊丹）
前田　隆則

（尼崎西）
酒井龍太郎

RYLA小副委員長

（尼崎東）
藤井　秀樹

（加古川中央）
春木　英行

副委員長

（姫路）
瀧川　祥也

（加古川平成）
榊　　　誠

（加古川中央）
喜多　美雄

（洲本）
秦　紳一郎

（神戸東）
鈴木　祐一

財団資金管理小委員長 ポリオプラス小委員長 ロータリーカード小委員長

補助金小委員長 資金推進小委員長

委員長 DX推進小委員長

（甲子園）
天羽　公夫

副委員長

（甲子園）
二宮　明彦

クラブ管理運営委員会

職業奉仕委員会

社会奉仕委員会

国際奉仕委員会

（HYOGO REC）
藤原　一秀

DX推進小副委員長

（神戸西）
園田　幸央

委員長

（柏原）
冨田　博重

副委員長

（洲本）
不動　正章

副委員長

（豊岡）
遠藤玄一郎

（姫路）
鎌谷　正弘

副委員長

（尼崎東）
小坂　圭一

副委員長

（伊丹）
岩井　秀樹

副委員長

（姫路南）
有川　裕之

（姫路南）
有川　裕之

（姫路南）
中村　滋彦

委員長

（加古川中央）
喜多　美雄

委員長

（あわじ中央）
徳梅　明彦

国際奉仕小委員長 VTT小委員長 奨学金・平和フェローシップ小委員長
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委員長

（加古川中央）
前川　忠範

副委員長 副委員長 委員長 副委員長

（神戸東）
松井　照男

（加古川平成）
林　　知宏

（姫路東）
橋本　雅彦

（篠山）
大見　春樹

会員維持増強委員会 公共イメージ委員会

環境委員会 RLI委員会

米山記念奨学委員会

（神戸）
永松　潔和

（神戸モーニング）
奥田　　裕

副委員長

（宝塚）
大平祐規子

委員長

（神戸東）
中井　章詞

委員長 副委員長 副委員長

（尼崎東）
勇　正一郎

（甲子園）
二宮　明彦

委員長

委員長 副委員長 委員長 副委員長

（西宮）
竹内　　博

副委員長

（川西）
北川　博崇

副委員長

（芦屋）
三宅　康雄

（神戸モーニング）
奥田　　裕

ローターアクト委員会 学友委員会

（姫路RAC）
匂梅　秀輝

（尼崎東）
太田　叶子
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国際ロータリー・ロータリー財団・日本事務局組織・RI関係団体における役職

ご氏名 役　職 任　期

三木　　明（姫路）

ロータリー財団管理委員会委員 2021-2025

インターナショナル・ポリオプラス委員会　委員 2021-2025

ロータリー平和センター（アジア圏）調査委員会　委員 2024-2025

（公財）ロータリー日本財団　副理事長 2022-2025

（一社）国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構
（RIJYEM）　顧問

2021-2025

翻訳委員会　副委員長 2021-2025

ガバナー会規約第８条委員会
組織連携委員会　アドバイザー

2024-2025

ガバナー会規約第８条委員会
危機管理委員会　副委員長

2024-2025

安平　和彦（姫路）
ロータリーの友委員会　相談役 2022-

（公財）米山梅吉記念館　理事 2018-

大室　　 （宝塚武庫川） （公財）ロータリー日本財団　理事 2018.9-2024.9

滝澤　功治（神戸須磨）

審議会　代表議員世話人代表 2023-2026

（一社）国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構
（RIJYEM）　理事

2022-2024

（公財）ロータリー米山記念奨学会　副理事長 2022.9-2024.9

（公財）米山梅吉記念館　理事 2024-2026

丸尾　研一（神戸西神）

第３地域ロータリー公共イメージコーディネーター 2022-2025

審議会　補欠議員 2023-2026

2024-25年度RI理事指名委員会　補欠委員 2024-2025

瀧川　好庸（神戸西） （公財）ロータリー米山記念奨学会　評議員 2023.9-2027.9

矢野　宗司（加古川中央） （公財）ロータリー米山記念奨学会　財務委員 2023.9-2024.8.31

髙瀬　英夫（西脇） （公財）ロータリー米山記念奨学会　選考・学務委員 2022.9-2024.8.31

吉岡　博忠（伊丹） 2024-25年度RI理事指名委員会　委員 2024-2025

安行　英文（三田）

2025年カルガリー国際大会
日本推進チーム　第３地域チームメンバー

2024-2025

ガバナー会規約第８条委員会
危機管理委員会　副委員長

2024-2025

（一社）国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構
（RIJYEM）社員

2024-2025

地区アクションプラン・チャンピオン（APC） 2024-2025

（2024年７月１日現在・敬称略）
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地区組織表①

ガバナー諮問委員会

パストガバナー

神木　　董 加 古 川
田中　　毅 尼 崎 西
安平　和彦 姫 路
橋本　一豊 神 戸 須 磨
石井　良昌 尼 崎 西
加藤　隆久 神 戸
三木　　明 姫 路
宮本　　一 芦 屋
中村　尚義 洲 本
柴田　整宏 西 宮 夙 川
石丸鐵太郎 神 戸 南
大 室　　 宝塚武庫川
滝澤　功治 神 戸 須 磨
丸尾　研一 神 戸 西 神
室津　義定 尼 崎 中
瀧川　好庸 神 戸 西
矢野　宗司 加古川中央
浅木　幸雄 神 戸
髙瀬　英夫 西 脇
吉岡　博忠 伊 丹
阪上　栄樹 宝 塚

直 前 ガ バ ナ ー 安行　英文 三 田
ガバナーエレクト 城　  　 守 姫 路
ガバナーノミニー 白井　務子 姫 路 東

地区運営会議
委 員 長 矢坂　誠徳 神 戸 西

委　　員

安行　英文 三 田
城　　　 守 姫 路
白井　務子 姫 路 東
山口　　宰 神 戸 西
若林　　学 三 田
三木　健義 姫 路
山根　　章 姫 路 東

ラーニング委員会
委 員 長 矢野　宗司 加古川中央

副委員長
秦　紳一郎 洲 本
武本　正照 尼 崎 北

委　　員

勇　正一郎 尼 崎 東
中井　章詞 神 戸 東
黒田　建一 西宮イブニング
竹内　　博 西 宮
天羽　公夫 甲 子 園
永 瀬　 隆 一 芦 屋 川
冨 田　 博 重 柏 原
吉 井 久 美 子 HYOGO REC
永 松　 潔 和 神 戸
奥 田　　 裕 神戸モーニング
喜 多　 美 雄

加 古 川 中 央
前 川　 忠 範
林　　 知 宏 加 古 川 平 成
徳 梅　 明 彦 あ わ じ 中 央
橋 本　 雅 彦 姫 路 東

DEI小委員会
委 員 長 吉 井 久 美 子 HYOGO REC
副委員長 黒 田　 建 一 西宮イブニング

委　　員

田 中　 賢 一 伊 丹
北 川　 博 崇 川 西
松 嶋　 洋 子 西宮イブニング
畑　　 世 剛 宝 塚 武 庫 川
堤　 万 佐 子 HYOGO REC
舟 元 美 智 子 神 戸 東 灘
井 本　 祐 子 神 戸 西
倉 島　　 進 神 戸 須 磨
三 木　 崇 弘 姫 路

ガバナー補佐
尼　　崎 山本　　澄 尼 崎 南
阪神第１ 丹 羽　 謙 次 西宮イブニング
阪神第２ 大 塚　 勝 弘 西 宮 夙 川
阪神第３ 仲 内　 悦 治 宝 塚
神戸第１ 石 田 希 世 士 神 戸 東 灘
神戸第２ 西 藤　 隆 弘 神 戸 西 神
東播第１ 柏 木　 喜 義 明 石 東
東播第２ 中 野　 哲 郎 高 砂
東播第３ 金 鹿　　 功 三 木
淡　　路 本 名　 孝 至 津 名
西播第１ 石 田　 文 徳 姫 路 西
西播第２ 中 村　 孝 秀 龍 野
但　　馬 田 岡　　 茂 豊 岡 円 山 川

ガバナー指名
秦　 紳 一 郎 洲 本
武 本　 正 照 尼 崎 北

地区財務委員会
委 員 長 笹倉　宣也

神 戸 西
委　　員

中 島　 典 子
田 村　 貴 司 姫 路

地区大会実行委員会
実行委員長 武井　宏之

神 戸 西
副委員長

山 本　　 博
中 島　 典 子

委　　員
西 村　 文 茂
善 本　 秀 樹
植 田　 晃 行

国際大会推進委員会
委 員 長 小松原景久

神 戸 西
副委員長

武 田　 寿 子
今 津　 成 生

委　　員
神 津　 科 野
平 井　 良 治
村 野　 利 昭

地区幹事
代表幹事 山 口 　 　 宰

副代表幹事
神 津 　 科 野
西 村 　 文 茂
善 本 　 秀 樹

総　　務

幹　　事 奥 野 　 隆 生

副 幹 事
天 宅 　 　 毅
飯 田 美 奈 子

委　　員

芦 名 　 謙 介
福 岡 　 照 記
園 田 　 幸 央
八 木 　 隆 博
山 田 　 博 補

委 員 会

幹　　事 奥 田 　 郁 三

副 幹 事
藤 丸 　 敦 史
河 野 　 貴 司

委　　員

服 部 　 敬 二
三 木 麻 差 子
庄 田 壽 美 子
脇 　 　 延 秀
山 本 勇 治 郎

公式訪問

幹　　事 尼 崎 　 紀 行

副 幹 事
井 本 　 祐 子
八 十 島 典 子

委　　員

梶 　 　 宏 昭
茅 園 　 建 新
窪 田 　 和 以
大 塚 　 重 雄
斎 藤 満 知 子
塩 谷 　 　 満

月　　信

幹　　事 近 田 　 和 裕

副 幹 事
上 根 　 　 学
関 和 　 　 孝

委　　員
安 黒 　 千 能
西 川 　 嘉 延

会　　計
会 計 長 笹 倉 　 宣 也
副会計長 堺 　 　 充 廣
委　　員 小 山 　 　 武

顧 問 団
瀧 川 　 好 庸
井 関 　 勇 司
村 野 　 利 昭

奉仕プロジェクト特別会計委員会
委 員 長 矢坂　誠徳 神 戸 西

委　　員

城　　　 守 姫 路
白 井　 務 子 姫 路 東
吉 岡　 博 忠 伊 丹
秦　 紳 一 郎 洲 本
上 野　 貴 志 伊 丹
山 口　　 宰

神 戸 西
笹 倉　 宣 也

監 査 役
阪 上　 栄 樹 宝 塚
安 行　 英 文 三 田

監査委員会
委 員 長 飯田　健一 神 戸 南

委　　員
髙 瀬　 英 夫 西 脇
阪 上　 栄 樹 宝 塚

地

区

委

員

会

クラブ管理運営 DX推進
職業奉仕
社会奉仕

国際奉仕
国際奉仕 VTT

奨学金・平和フェローシップ

青少年奉仕
インターアクト

RYLA 青少年交換

ロータリー財団
補助金 資金推進

財団資金管理 ポリオプラス
ロータリーカード推進

会員維持増強
公共イメージ
環　　　境
R　 L　 I

ローターアクト
学　　　友
米山記念奨学

規定審議委員会
委 員 長 林　　知宏 加古川平成

副委員長
寺 尾　 秀 治 甲 子 園
宇 尾　 好 博 神 戸 中

委　　員

梅 崎　 文 彦 尼 崎 東
荒 木　 健 作 川 西
持 田　 俊 介 神 戸 東 灘
工 藤　 涼 二 神 戸 西 神
青 木　 裕 加 高 砂 青 松
藤 原　 都 子 西 脇
成 田　 哲 朗 姫 路 南
井 戸　　 督 豊 岡

危機管理委員会
委 員 長 黒田　建一 西宮イブニング
副委員長 田中　賢一

伊 丹

委　　員

吉岡　博忠
北川　博崇 川 西
竹内　　博 西 宮
贄田　　肇 宝 塚
松原　弘幸

三 田
安行　英文
永 松　 潔 和 神 戸
滝 澤　 功 治 神 戸 須 磨
奥 田　　 裕 神戸モーニング
春 木　 英 行 加 古 川 中 央
城　　　 守

姫 路三 木　　 明
安 平　 和 彦
橋 本　 雅 彦

姫 路 東
白 井　 務 子

外部委員 ２名

行動計画委員会
委 員 長 髙瀬　英夫 西 脇
副委員長 永 瀬　 隆 一 芦 屋 川

委　　員

二 神　 敏 行
尼 崎 中

神 谷　 誠 治
杉 本　 啓 次 伊 丹
竹 原　 善 記

宝 塚
古 川　 彰 治
篠 倉　 庸 良 柏 原
和 田　 孫 博 神 戸 東 灘
今 田　 学 志 神 戸 西 神
樋 口　 典 明 明 石 東
西 山　 孝 彦 西 脇
津 田　　 豊 津 名
岡 田　 和 也 姫 路 西
中 村　 孝 秀 龍 野
阪 本　 渚 子 宝塚ユニバースRSC

ガバナー指名委員会
委 員 長 矢野　宗司 加古川中央

委　　員

髙瀬　英夫 西 脇
吉岡　博忠 伊 丹
阪上　栄樹 宝 塚
安行　英文 三 田

ロータリーの友委員会
相 談 役 安平　和彦 姫 路

地区代表委員 近 田　 和 裕 神 戸 西

国際関係渉外
地区アクションプラン ･チャンピオン（APC）

安行　英文 三 田

※順不同　敬称略

RI理事会
ク　ラ　ブ

ガバナーエレクト
城　　　守（姫路）

地区ラーニングファシリテーター
矢野 宗司（加古川中央）

ガバナー
矢坂　誠徳（神戸西）

次期
地区ラーニングファシリテーター

ロータリー財団管理委員会
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地区組織表②

委員会名 クラブ管理運営 職業奉仕 社会奉仕 国際奉仕 青少年奉仕 ロータリー財団 会員維持増強 公共イメージ 環　　境 R L I ローターアクト 学　　友 米山記念奨学

委 員 長 天羽　公夫 甲子園 冨田　博重 柏 原 喜多　美雄 加古川
中 央 徳梅　明彦 あわじ

中 央 黒田　建一 西宮イブニング 吉岡　博忠 伊　　丹 前川　忠範 加古川
中 央 橋本　雅彦 姫路東 中井　章詞 神戸東 勇　正一郎 尼崎東 奥田　　裕 神 戸

モーニング 永松　潔和 神 戸 竹内　　博 西 宮

副委員長 二宮　明彦 甲子園
不動　正章 洲 本 小坂　圭一 尼崎東

有川　裕之 姫路南
田中　賢一 伊　　丹 秦　紳一郎 洲　　本 松井　照男 神戸東

大見　春樹 篠 山 大平祐規子 宝 塚
太田　叶子 尼崎東

匂梅　秀輝 姫 路
R A C 奥田　　裕 神 戸

モーニング
北川　博崇 川 西

遠藤玄一郎 豊 岡 岩井　秀樹 伊 丹 吉井久美子 HYOGO REC 瀧川　祥也 姫　　路 林　　知宏 加古川
平 成 二宮　明彦 甲子園 三宅　康雄 芦 屋

小委員会 国際奉仕 インターアクト RYLA 補助金 ポリオプラス

小倉　智裕 芦屋川 吉田　哲也 尼崎南 有田　　亨 尼崎北 ○ 有川　裕之 姫路南 ○ 贄田　　肇 宝 塚 ○ 北川　博崇 川 西 ○ 秦　紳一郎 洲 本 ○ 榊　　　誠 加古川
平 成 堀　　朋也 尼崎北 田岡　優子 尼崎北 滝野　竜史 尼崎北 平山　敏次 尼崎北 切石　明良 尼崎西 北川　博崇 川 西 小野　敏国 尼崎北

奥野　隆生 神戸西 田中　賢一 伊 丹 小野　康三 尼崎北 中尾　信彦 尼崎西 副 前田　隆則 伊 丹 副 藤井　秀樹 尼崎東 小坂　圭一 尼崎東 伊藤　文吾 伊 丹 坂尻　憲治 芦屋川 太田　叶子 尼崎東 神田　孝平 神戸東 石川　真次 尼崎北 長井彦一郎 芦屋川 黒田　建一 西 宮
イブニング 金　　龍寿 尼崎北

宇尾　好博 神戸中 足立　義雄 柏 原 吉村　　健 尼崎北 杉本　一彦 尼崎西 有田　　亨 尼崎北 副 酒井龍太郎 尼崎西 岩井　秀樹 伊 丹 山村　幸生 伊 丹 樫野　孝人 神戸東 小林　信通 篠 山 道上　　明 神戸東 小野　敏国 尼崎北 山本　信勝 三 田 竹内　　博 西 宮 住山　利恵 尼崎西

加納由紀夫 明石東 鴇田　香織 神戸垂水 安田　　亨 尼崎東 森村　次朗 甲子園 藤縄　修平 尼崎西 吉村　　健 尼崎北 上野　貴志 伊 丹 和田　真一 神戸東 宇尾　好博 神戸中 金子　敬之 柏 原 窪田　和以 神戸西 齊藤　竜政 尼崎北 合田　吉伸 神 戸 贄田　　肇 宝 塚 村上　正人 伊 丹

小西　龍機 小野加東 藤定真由美 神戸中 島谷　　太 尼崎南 石原　正裕 宝 塚 杉原　　努 芦 屋 西村　太志 尼崎東 吉井久美子 HYOGO
R E C 喜多　美雄 加古川

中 央 河合　秀樹 加古川 大倉　隆幸 神戸西神 黒川　良彦 神 戸
モーニング 越山　裕之 尼崎東 冨永　龍弘 神戸須磨 舟元美智子 神戸東灘 山本　佳秀 芦屋川

井上　勝彦 西 脇 伊藤　　太 明 石 瀬戸　　徹 西 宮 内藤　浩一 姫路南 坂尻　憲治 芦屋川 山口　英悟 尼崎東 鈴木　祐一 神戸東 宮岡　督修 小野加東 井上　孝明 加古川
中 央 岸本　泰浩 明石北 芝本　忠雄 加古川 大海　昌栄 尼崎東 田端　和彦 加古川

中 央 春木　英行 加古川
中 央 贄田　　肇 宝 塚

安部　則行 南淡路 大森　喜和 明石東 岡田　信也 西宮夙川 立花　隆介 姫路南 横山　裕行 宝 塚 荒木　健作 川 西 奥田　　裕 神 戸
モーニング 渡瀬　直哉 小野加東 宮岡　督修 小野加東 羽原　正善 加古川

中 央 藤本　政則 加古川
中 央 高野　克洋 尼崎西 松本　敏郎 姫 路 秦　紳一郎 洲 本 石井　祥平 篠 山

澤田　安弘 姫 路 岡田　州史 明石東 小林　英明 西 宮
恵美寿 三宅　　敬 姫路西 麦　　嘉輝 宝 塚 ユ ニ

バースRSC 山田　隆之 宝 塚 松田　洋子 明石東 仲田　五郎 北 条 本條　　昇 龍 野 飯尾　雅人 小野加東 鄭　　淳太 甲子園 濱上　将巳 豊 岡 鎌谷　正弘 姫 路 児玉　貴春 HYOGO
R E C

本條　　昇 龍 野 石原　隆志 明石北 竹田　契一 宝 塚
武庫川 油谷　良太 三 田 松原　弘幸 三 田 喜多　美雄 加古川

中 央 英　　和夫 姫 路 山口　　剛 姫路東 荒木　健作 川 西 大池　慶承 姫 路
R A C 中村　滋彦 姫路南 永松　潔和 神 戸

井戸　　督 豊 岡 濵田　喜重 高砂青松 樋口　敦仁 神戸東 大前　裕樹 篠 山 吉井久美子 HYOGO
R E C 榊　　　誠 加古川

平 成 藤塚謙次郎 姫路南 前田　邦稔 赤 穂 芝田　一夫 川 西 小倉　　陸 神 戸
R A C 麦　　嘉輝 宝 塚 ユ ニ

バースRSC 神田　孝平 神戸東

太田　雅之 淡路三原 横山　道男 神戸東灘 木村　裕輝 柏 原 永松　潔和 神 戸 徳梅　明彦 あわじ
中 央 阪本　渚子 宝 塚 ユ ニ

バースRSC 贄田　　肇 宝 塚 太田　　亘 淡 路
R A C 舟元美智子 神戸東灘

川端　英樹 津 名 澤村　正夫 神戸垂水 永松　潔和 神 戸 植田　晃行 神戸西 鎌谷　正弘 姫 路 山本章太郎 宝 塚 藤野　広大 神戸須磨
R A C 飯田　健一 神戸南

赤穂　　哲 姫路南 大塚　啓助 神戸西神 飯田美奈子 神戸西 大内　晋二 神戸須磨 有川　裕之 姫路南 井本　季伸 篠 山 山下　慶維 神戸須磨
R A C 前田　靖文 神戸ベイ

久保　泰造 龍 野 髙田　勝典 加古川 宇賀　浩生 神戸須磨 徳梅　明彦 あわじ
中 央 中村　滋彦 姫路南 小南　稔彦 篠 山 小田　　葵 豊 岡

R A C 林　　浩嗣 神戸須磨

船山　英宣 加古川
中 央 鷲尾　太一 神戸垂水 友久　康弘 姫路東 大見　春樹 篠 山 加来　将司 芦屋川

R A C 河南　和幸 神戸中

衣笠　昭平 加古川
中 央 壁屋　　香 神戸西神 深田　俊郎 柏 原 中川　菜緒 加古川中央

R A C 髙田　勝典 加古川

DX推進 五百蔵伸一 三 木
みどり V T T 山本裕一郎 神戸中 青少年交換 資金推進 ロータリーカード

推進

安藤　慎一 明石東 尾崎向日葵 尼崎西
R A C 内木場　徹 加古川

中 央

○ 藤原　一秀 HYOGO
R E C 藤井　茂樹 姫路南 ○ 中村　滋彦 姫路南 後藤　直樹 西 脇 ○ 春木　英行 加古川

中 央 ○ 鈴木　祐一 神戸東 篠田　欣一 明石東 秦　紳一郎 洲 本

副 園田　幸央 神戸西 振角　憲治 姫路西 住山　　健 尼崎西 島田　雄宇 洲 本 副 竹内　理弘 柏 原 林　　健一 川 西
猪名川 ○ 喜多　美雄 加古川

中 央 吉川　　悟 明石北 池田　雅子 上郡佐用

山本勇治郎 神戸西 前田　洋助 姫路東 小渕　博之 西 宮 鎌谷　正弘 姫 路 渡邉　一馬 尼崎北 小野　敏国 尼崎北 富永　和慶 尼崎北 矢納　利夫 西 脇

川島　武志 赤 穂 中井　章詞 神戸東 尾上　克具 神 崎 審良　和哉 伊 丹 福田　晋也 尼崎西 浅木　幸三 神 戸 廣島　茂雄 洲 本

後藤　章暢 神戸東 贄田　　肇 宝 塚 日高　　厚 西 宮 柳川　晃良 神戸東 徳梅　明彦 あわじ
中 央

柿原　宏史 神 戸
モーニング 浅木　幸三 神 戸 平野　誠人 神 戸 髙田　勝典 加古川 橋本　雅彦 姫路東

大西　　能 明 石 郷田　誠紀 神 戸 松井　照男 神戸東 春木　英行 加古川
中 央 鎌田賢太郎 姫路東

鳥井　俊介 加古川
平 成 武田　寿子 神戸西 天宅　　毅 神戸西 河合　孝治 小野加東 松浦　絵里 姫路東

岡田　兼明 姫路南 中村眞由美 神戸東灘 藤丸　信吾 神戸西神 宮岡　督修 小野加東

藤橋　拓志 姫路西 澤村　正夫 神戸垂水 伊藤　愼介 明 石 吉澤　伸治 姫 路

池田　和由 龍 野 阪田　真也 明石東 濱端　　俊 明石北

別所　広美 加古川
中 央 神内　隆雄 明石北

奨学金・
平和フェローシップ

井上規代子 加古川
平 成 山根　　章 姫路東

數原　泰三 西 脇 木村　一郎 洲 本

○ 鎌谷　正弘 姫 路 片井　一雅 あわじ
中 央

髙山　　敬 西 宮 小浜　博紀 あわじ
中 央 財団資金管理

古杉　和広 篠 山 小倉　克輝 姫路東 ○ 上野　貴志 伊 丹

衣川　義弘 和田山 大西　　敦 姫路東 梅崎　文彦 尼崎東

奥田　　裕 神 戸
モーニング

金鹿　　功 三 木

東海　有紀 姫路中央

畑　　世剛 宝 塚
武庫川

小委員会：○印は委員長　副は副委員長　各委員：クラブ順・アルファベット順　※敬称略





プログラム

国際ロータリー第2680地区
2024年地区研修・協議会プログラム

日時：2024年４月29日(月・祝）10：30 ～
場所：神戸ポートピアホテル・ポートピアホール
司会：前田　勝彦＆中島　典子

10：30 開会点鐘 ガバナーエレクト 矢坂　誠徳

国歌・ロータリーソング斉唱 ソングリーダー 飯田美奈子

開会挨拶並びに地区役員紹介 ガバナーエレクト 矢坂　誠徳

挨　　拶 ガバナー 安行　英文

10：45 地区研修・協議会によせて 次期地区ラーニングファシリテーター 矢野　宗司

11：00 講話「国際ロータリーの流れと現況 ～日本の現状・課題～」

RI理事エレクト 水野　　功

12：00 講話「国際ロータリーのロータリー財団について」

ロータリー財団管理委員・元RI理事 三木　　明

昼食・休憩（大輪田の間）
（12：30 ～ 13：30）

13：30 青少年交換派遣候補生・来日生紹介 次期青少年交換小委員長 春木　英行

13：50 次年度RI会長テーマと地区活動方針 ガバナーエレクト 矢坂　誠徳

14：45 所　　感 ガバナー 安行　英文

14：50 全体会議　閉会点鐘 ガバナーエレクト 矢坂　誠徳

移動・休憩

15：00 部門別分科会へ
「会長・幹事部門」「クラブ管理運営部門」「職業奉仕部門」
「社会奉仕部門」「国際奉仕部門」「ロータリー財団部門」

「青少年奉仕部門」「会員維持増強部門」「米山記念奨学部門」

16：45 部門別分科会　閉会
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分科会一覧表

部　門 会　場 委員会 リーダー 副リーダー

会長・幹事
本館B1F
偕楽①②

行動計画委員会
RLI委員会

地区財務委員会
ラーニング委員会

矢坂　誠徳
（神戸西）

安行　英文
（三田）

三木　健義
（姫路）

矢野　宗司
（加古川中央）

山根　　章
（姫路東）

髙瀬　英夫
（西脇）

勇　正一郎
（尼崎東）

城　　　守
（姫路）

笹倉　宣也
（神戸西）

白井　務子
（姫路東）

吉井久美子
（HYOGOREC）

武本　正照
（尼崎北）

永瀬　隆一
（芦屋川）

若林　　学
（三田）

太田　叶子
（尼崎東）

山口　　宰
（神戸西）

クラブ管理運営
本館B1F

和楽
クラブ管理運営委員会

規定審議委員会
天羽　公夫
（甲子園）

林　　知宏
（加古川平成）

寺尾　秀治
（甲子園）

宇尾　好博
（神戸中）

二宮　明彦
（甲子園）

藤原　一秀
（HYOGO REC）

職業奉仕
本館B1F
偕楽③

職業奉仕委員会
冨田　博重
（柏原）

不動　正章
（洲本）

遠藤玄一郎
（豊岡）

社会奉仕
本館B1F

布引・北野
社会奉仕委員会

環境の保護委員会
喜多　美雄

（加古川中央）

中井　章詞
（神戸東）

岩井　秀樹
（伊丹）

小坂　圭一
（尼崎東）

大平祐規子
（宝塚）

国際奉仕
本館B1F

生田
国際奉仕委員会

徳梅　明彦
（あわじ中央）

有川　裕之
（姫路南）

中村　滋彦
（姫路南）

鎌谷　正弘
（姫路）

ロータリー財団
南館B1F

ダイヤモンド
ロータリー財団委員会

吉岡　博忠
（伊丹）

秦　紳一郎
（洲本）

上野　貴志
（伊丹）

鈴木　祐一
（神戸東）

榊　　　誠
（加古川平成）

瀧川　祥也
（姫路）

青少年奉仕
南館B1F

エメラルド

青少年奉仕委員会
危機管理委員会

ローターアクト委員会
学友委員会

黒田　建一
（西宮イブニング）

奥田　　裕
（神戸モーニング）

永松　潔和
（神戸）

田中　賢一
（伊丹）

贄田　　肇
（宝塚）

北川　博崇
（川西）

春木　英行
（加古川中央）

前田　隆則
（伊丹）

竹内　理弘
（柏原）

会員維持増強
南館B1F
トパーズ

会員維持増強委員会
公共イメージ委員会

前川　忠範
（加古川中央）

橋本　雅彦
（姫路東）

松井　照男
（神戸東）

大見　春樹
（篠山）

井上　孝明
（加古川中央）

米山記念奨学
南館B1F

サファイア
米山記念奨学委員会

竹内　　博
（西宮）

三宅　康雄
（芦屋）

※敬称略・順不同・2024-25 年度委員会を記載
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全体会議

毎年の４月29日(祝)は恒
例となっております。お
待ちかねの地区研修・協
議会の日です。

本日は、北は豊岡・香
住、南は南淡路、東は尼崎、
西は播州赤穂。2680地区

の各ロータリークラブから、理事、担当委員長
の皆様にご参加戴きましたことを、まずもって
感謝申し上げます。

大型連休の始めにロータリーの研修に参加す
ることに、喜びを感じて下さると良いのですが、
折角の連休にとの思いを抱かれている方もい
らっしゃるかもしれません。10時30分からの長
時間ではありますが、終了の16時30分になりま
したら皆様のお気持ちが、充実した１日で参加
して良かったと思って戴けるように企画運営を
考えました。参加義務を果たすのではなく、参
加できる資格を有するクラブリーダーとしての
誇りをお持ち下さるように、重ねてお願いを申
し上げます。

さて、本日の講話は2750地区、東京飛火野ロー
タリークラブのメンバーで、国際ロータリー理
事エレクトの水野功様をお迎えしまして「国際
ロータリーの流れと現況～日本の現状・課題～」
につきましてお話を頂戴いたします。また、国
際ロータリーのロータリー財団管理委員、元RI
理事の三木明様よりは「国際ロータリーのロー
タリー財団について」のご講話を戴きます。私
たちにとっては是非に拝聴いたしたいお話でご
ざいますので、ご清聴をお願いします。また、
資料にございますように、青少年交換派遣候補
生・来日生の紹介もさせて戴きます。

私からは「次年度国際ロータリー会長テーマ
と地区の活動方針」を述べさせて戴き、午後の
部門別分科会はファシリテーション手法を用い
た討議を、矢野宗司次期地区ラーニングファシ
リテーターの提唱より取り入れております。

どうか本日のこの地区研修・協議会を契機に
皆様のロータリークラブがより良いクラブへ進
まれますことをご祈念いたしまして、挨拶とさ
せて戴きます。
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皆様おはようございま
す。お許しください鼻声
で、１年前の今日を覚え
ておりますけれどもなぜ
覚えているかというと、
ガバナーとしての第一歩
を踏み出すということも
含めておりますが、私は

黄砂が全くダメでもう黄砂が飛んでくると鼻が
ズルズルでございます。どうぞお許しください。

地区研修・協議会、皆様にとっても新しいス
タートになると思います。これから皆様、今日
１日研修いただきまして、次年度に向けての方
針を頭の中で想像し、それぞれの新しいクラブ
のスタートにぜひご参考にしていただきたいな
と思います。

ステファニー・アーチック会長エレクトは継
続という事に重点を置かれております。その長
期の計画を行うにあたって、「3Year-Targets」
や「APC（アクションプラン・チャンピオン）」
等も発足されて、クラブの活性化に向けて非常
に様々な事をお考えです。今日１日そのことも
含めて、矢坂誠徳ガバナーエレクトがどんなこ
とをしようとされているのか、ぜひ皆様で１日

にかけてご理解いただいて、新しい年度のス
タートの糧となれば、私としては非常に嬉しく
思っております。

また矢坂ガバナーエレクトは行動計画をクラ
ブから地区、RIへとボトムアップして、クラブ
単位から３年間のプログラムの作成し、底上げ
しようと考えておられます。それによってロー
タリー全体の揺るぎない方向性を明確にしよう
とする意図がうかがえます。

矢坂ガバナーエレクトは非常に優しい方で、
私などより非常に思慮深い方でございます。新
しい年度を皆様と共に盛り上げていただき、こ
の2680地区が素晴らしい発展を遂げることを期
待いたしまして、私の挨拶と代えさせていただ
きます。今日１日どうぞよろしくお願いします。

372024-25 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1

ガバナー挨拶
ガバナー　安行　英文（三田）



矢坂誠徳ガバナーエレ
クトの次年度への準備は、
１月のオーランドでの国
際協議会に始まり、２月
の 地 区 チ ー ム 研 修 セ ミ
ナー、３月の会長エレク

ト研修セミナー（PETS）、次期幹事研修セミ
ナー（SETS）と続きました。特にPETSは当
地区では初めて２日間にわたるセミナーで、密
度の濃い研修ができたのではないかと思いま
す。また、２つのセミナーではファシリテーショ
ン手法によるテーブルディスカッションの時間
を設け、参加者が受け身で受講するだけでなく,
主体的に学習できるように試みました。今後は
ますますこのような研修スタイルが増えてくる
と思います。そして、次年度に向けて最後の研
修が地区研修・協議会で、各クラブのリーダー
約800名が集まる研修でした。各研修が皆様に
インスピレーションをもたらすことができれば
幸いです。

全体会議では、午前中は水野功RI理事エレ
クト並びに三木明ロータリー財団管理委員の講
話により、「国際ロータリーの流れと現況～日
本の現状・課題～」「国際ロータリーのロータ

リー財団について」をテーマにそれぞれ俯瞰的
な立場でロータリーについてお話をいただきま
した。とりわけ水野功RI理事エレクトの講話は、
具体的な数字をあげながら、日本のロータリー
の課題を的確にとらえられ、次年度の地区運営
並びにクラブ運営に大いに示唆となったのでは
ないでしょうか。

午後の最初は、青少年交換派遣候補生並びに
来日生の紹介コーナーを設け、春木英行次期青
少年交換小委員長の進行のもと、プログラムへ
の理解をより深めるようにしました。青少年交
換プログラムは関係者にとって負担も大きいプ
ログラムですが、それだけやりがいも大きく、
彼らがプログラムを通じて大きく成長すること
を確信します。そして、その後、矢坂ガバナー
エレクトによる「次年度RI会長テーマと地区活
動方針」の説明がありました。矢坂ガバナーエ
レクトの言われる「Heartwarming Rotary」の
もと、「ロータリーのマジック」の実現に向け
て共に歩んでいきましょう。
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次期地区ラーニングファシリテーター　矢野　宗司（加古川中央）



ご紹介をいただきまし
た第2750地区パストガバ
ナーの水野功です。本日
のお話は３つの内容でお
話をさせていただきます。
第１は私とロータリーに
ついて、第２は世界のロー
タリーの現況、第３は日

本のロータリーの課題と今後についてです。

私は1989年に東京飛火野RCの創立メンバー
として会員となり、今年で35年目を迎えます。
亡くなりました父もスポンサークラブ、東京日
野RCの創立メンバーでしたので、子供のころ
からロータリーには憧れを持っていました。33
歳の時に父を亡くし、すぐにロータリーに入
会しようと考えましたが、既に叔父である会長
が日野RCに入会しており、当時の１業種１名
というルールにより入会をあきらめておりまし
た。３年後にスポンサーとなっていただいた父
の友人が来社され、子クラブ創立に際し入会を
勧められ現在に至っています。

入会に際しスポンサーから２つのことを厳命

されました。１つは、例会には100%出席する
こと。もう１つは、ロータリーは単年度制なの
で回ってきた役職は必ず受けることの２つで
した。会社を引き継いだばかりで、近隣地域の
RCへのメークアップでは足らず、ある日、都
内のクラブでメークアップした時に忘れられな
い経験をしました。SAAの高齢で足に障害が
ある方がようこそ、今日は私がアテンドすると
いわれ、１時間、本当にフルにアテンドしてく
ださいました。心細い思いでメークアップした
自分にとって大変心強く、感激しました。この
ような素晴らしい方にお会いできるのもロータ
リーならではと強く印象に残りました。因みに
その方は白洋舎の創業家の五十嵐さんでした。
このような方が経営している会社なら安心だと
思い、白洋舎さんを信頼して今もサービスを利
用しています。この経験はその後の私のロータ
リーライフに大きな影響を与えました。これま
でロータリーを継続できたのはこのような経験
が大きかったと思います。

入会当時のRI会長はヒュー・アーチャー氏で
した。RI会長テーマは「Enjoy Rotary」～ロー
タリーを楽しもう～でした。私はこの言葉が好
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きですが、ロータリーを楽しむには積極的に参
加して、行動して、多くの方と交流して初めて

「Enjoy Rotary」だと思います。
ではこれから世界のロータリーの現況、続い

て日本のロータリーの現況と課題について触れ
たいと思います。

２．国際ロータリーの現況
◆会員数とクラブ数

2023年４月１日時点で、国際ロータリーの会
員数は世界で約117万9,143名、日本では約８万
4,122名です。クラブ数は世界で36,920クラブ、
日本で2,214クラブとなっており、１クラブあ
たりの平均会員数は世界で32.5名、日本で37.4
名です。気がかりなのは、クラブ数は増加して
いますが、会員数は減少していることです。時
代に合ったクラブが拡大される一方で、既存の
クラブ会員が帰属意識を持てないまま退会され
る傾向があります。入会前のクラブへの期待と
現実のギャップ解消などクラブ会員にとって居
心地の良いクラブ運営が求められていると感じ
ています。

◆多様性の課題
多様性の実現に向けて、国際ロータリーは「若

年層」および「女性」会員の増強を課題として
います。世界全体の女性会員は約26.28%に対し、
日本では約7.85%に留まっています。ローター
アクト（若い世代のロータリー）の女性比率は、
世界平均で47.04%に対し、日本では33.41%です。
昨今、DEIの重要性がロータリーで盛んに指摘
されています。クラブや地区運営でDEI（多様
性・公平性・インクルージョン）が真に浸透し

ているか、よく見直してみる必要があると思い
ます。

３．日本の現状と課題
◆会員数の変遷

日本におけるロータリー会員数は減少傾向に
あります。2017年から2020年の間に28,046名の
会員が減少しましたが、クラブ数は503増加し
ました。これは、時代に適応した新しいクラブ
の増加と既存の会員が変化に適応できていない
可能性を示唆しています。

◆若年層と女性会員の取り込み
若年層や女性会員の少なさが日本のロータ

リーの大きな課題です。特に若年層は時間や経
済的負担を理由に退会するケースが多く見られ
ます。これに対して、ロータリークラブは柔軟
な会員制度や魅力的な奉仕活動を提供すること
で、若年層や女性の参加を促進する必要があり
ます。2016年の規定審議会で「柔軟性の導入」「ク
ラブの自由裁量権の拡大」が認められましたが、
これを適用したクラブは数少なかったと思いま
す。既存のクラブが例会時間等運営のやり方を
大幅に見直すことは難しいと感じています。時
代の変化に適応した新しいクラブや衛星クラブ
等の拡大を図る必要があると考えます。

◆クラブ運営の改善
クラブの例会運営の固定化や単年度制の弊害

も課題として挙げられます。これらの問題に対
しては、例会の在り方、時間、食事などの再検
討が求められます。会員全員にとって居心地の
良いクラブ運営やクラブ会員が帰属意識を持て
る成長と交流の場としての例会運営が何より重
要であると思います。

４．今後の展望と対策
◆戦略的な会員増強

国際ロータリーは、2024年から2027年度、行
動計画の推進と３-year rolling targetsの策定を
クラブからのボトムアップで求めています。ま
た、行動計画の推進役としてアクションプラン
チャンピオンを各地域で任命し、各地区でもア
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クションプランチャンピオンを任命するよう推
奨しています。2024年度中にはMy ROTARY
のクラブセントラルのダッシュボードが単年度
から３年間記載できるよう変更される見通しで
す。各クラブは４つの戦略的優先事項について
クラブ内で議論して、目標を立てていく必要が
あります。数値目標も重要ですが、何より未来
に向けてクラブのビジョン・目的を議論して計
画を立てていくことが大事です。

ロータリーの魅力
◆Irresistibleなクラブ作り

各クラブが「魅力的な場」として機能するよ
う、会員のニーズに応える柔軟な運営を推奨。

活動内容の多様化やイベントの魅力向上を図
る必要があります。

◆RCとRACの立ち位置の明確化
ロータリークラブ（RC）とローターアクト

クラブ（RAC）の役割と協力関係を明確にし、
相互理解を深め、ともに成長していくことが重
要です。RIの構成員となったRACの立ち位置
の再確認が必要と感じています。若年層へのア
プローチを強化し、次世代リーダーの育成に注
力していく必要があります。

未来への投資
◆寄付の推進

各クラブや個人の寄付活動を促進し、ロータ
リー財団への貢献を強化する必要があります
が、大事なことはクラブ会員の浄財が未来に向
けての大きな投資であることを実感してもらう
ことだと思います。青少年交換プログラムや財
団奨学生、ピースフェロー、米山記念奨学生、
学友など素晴らしい人材を育成しています、残
念なのは、多くのクラブ会員がそのことを実感
できる機会が少ないことです。地区、クラブリー
ダーは会員の奨学生や学友との交流を促進して
いく必要があります。そのうえで、寄付の意義
や使途についての情報発信を充実させることが
重要です。

おわりに
2024年度も昨年度に引き続き「世界ポリオ

デー」フォトコンテストは継続します。また、
次年度のステファニー会長テーマ「The Magic 
of Rotary」に因んだストリーテラーコンテス
トを「ロータリーの友」が実施いたしますが、
各クラブにおかれては一つでも多くの「The 
Magic of Rotary」を地域社会で実践していた
だきたいと思います。「Grow Rotary」を実践
しましょう！ 
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ロータリー財団の正式
名称は「国際ロータリー
のロータリー財団」です。
ロータリーは、ロータリー
クラブ、国際ロータリー、
ロータリー財団の３つの
柱で支えられています。

世界中の地域社会に永続的な変化を生み出して
います。世界で良いことをしようという合言葉
のもとに動いているのです。ロータリー財団は、
1917年アーチ・クランフ会長が提唱し、長い目
で考え、持続可能な影響を残すことを目指して
います。地域のリーダーや専門家の知識やノウ
ハウを結集して、実現可能な目標を掲げて、長
期的な影響をもたらすプロジェクトを計画し、
そしてそれを実行しているのです。ロータリー
財団の使命は、人々の健康状態を改善しそして
質の高い教育を提供する、環境保護に取り組み、
また貧困をなくすことを通じて世界理解・親善・
平和を達成するのです。

皆様方の温かいご支援のおかげでロータリー
の活動が支えられているのです。

私の尊敬する大先輩深川純一先生がずいぶん
昔に「奉仕活動をするにはお金が必要なのだよ」
とおっしゃったことがあります。私はまさか深
川先生の口からそんなことが聞こえてくると思
いませんでした。深川先生もやはり奉仕するに
はお金がいるんだということをしっかりとおっ
しゃっていました。私はそれで目から鱗が落ち
たような気がしております。

財団の使命、活動に共感してくださる、一緒
に活動してくださる方々を求めているのです。
ロータリー財団の使命がどこにあるかというこ
とを確認していきたいと思っております。

世間には慈善団体がたくさんあります。多く
の団体が社会全体を見回して、社会の課題につ
いて取り組んでいるのですが、ロータリー財団
はその範囲が非常に広いのが特徴です。そして

会員の皆様方自身がボランティアであるという
ことであります。浄財をご寄付いただきますし、
ともに活動もします。活動が具体的になされて
いるということがロータリー財団の素晴らしい
ところであります。

皆様方からお預かりした浄財は、会員自身が
考えた、世界中にあるプロジェクトにそのまま
使われているのです。

チャリティーナビゲーターという慈善団体を
評価する団体から非常に高い評価をいただいて
います。

15年連続でロータリー財団に最高得点100点
満点、４つ星評価です。世界中で４つか５つし
かない評価です。ロータリー財団の健全な財務
状況、説明責任を果たしている、透明性が高い、
財団の優れた資金管理などを評価しておりま
す。ですからどうぞ安心してロータリー財団に
ご支援をお願いしたいと思います。

皆さまからのご寄付がロータリーを通じて世
界で良いことをするためにそのプロジェクトに
使われているのです。

日本のロータリー会員数は減っております
が、寄付額は増えているのです。

税制上の優遇措置があります。これはロータ
リー財団の協力団体、ロータリー日本財団を通
してご寄付を頂いていることでこの適用が受け
ることができるのです。個人名でも、会社や企
業からご寄付いただいても、皆様方ご自身の名
前で優遇措置を受けることができるのです。

皆さん方全ての方々が寄付者でありますし、
定期的に寄付をされ、中には大口の寄付をされ
ている方もいらっしゃいます。

今まで寄付された方々のお話を聞きますと世
界をより良いものにしたい。そしてクラブの活
動に貢献したい、それからたくさん財力がある
ので少しでも社会に還元したいとおっしゃるの
です。

愛知県の名古屋名東ロータリークラブのホシ
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ザキ電機の会長坂本精志さんとおっしゃる会員
が多くの財を築いたから、そしてその財そのも
のは社会からお預かりしているものだから、社
会に還元するよとお考えになって天文学的な数
字をご支援されました。

寄付者に共通する３つの特徴があります。
ロータリーを愛してる、ロータリーが大好き、
ロータリーは本当に自分自身にとってはありが
たい存在だ、そんなことが共通する特徴の一つ
であります。ロータリーの使命、世界で良いこ
とをしようというこの使命の関心が高いという
こと。そして金銭的な寄付を行う、皆さん方は
それだけの力を持っておられますのでぜひお願
いしたいと思います。

ご自分自身がロータリーの一部だと感じてお
られる。そしてロータリーに友人・家族・仲間
そんな方がいっぱいおられる。そしてそのロー
タリーがご自身の中で重要な役割を果たしてい
る。ロータリーを生きがいにしておられる。皆
さん方ロータリーのピンバッヂとかロゴとかお
持ちのものにロータリーマークをペタペタ貼り
付けたり、そんなこともぜひしていただきたい
のです。そして私はロータリーが大好きなんだ
ということを示していただきたいのです。

今、ポリオ根絶に本当にあと少しになってき
ました。今、野生株が残っているのはパキスタ
ンとアフガニスタンの２つの国になりました。
しかも国境付近の非常に限られた地域での発症
です。ロータリーが世界中の子供たちと40年近
く前に約束したポリオを地球上から根絶する、
その約束を果たす日がもう目の前に迫ってきま
した。

私たちロータリー会員は、夢追い人でありま
す。ぜひ皆様方が世界で良いことをするために
お力をお貸しください。

今後ともどうぞ財団にご理解を、そしてご支
援をよろしくお願いいたします。ご清聴ありが
とうございます。
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青少年交換派遣候補生・来日生紹介

次期青少年交換小委員長　春木　英行　（加古川中央）

2024年４月29日(月・祝)
神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル 
ポートピアホールにおい
て、2024年地区研修・協議
会が開催されました。

13：30より青少年交換
派遣候補生・来日生紹介をしました。はじめに、
青少年交換プログラムは「国際理解」と「親善
の促進」を目的とする、青少年奉仕・国際奉仕
の事業となっており、1974年に国際ロータリー
において公式プログラムとして承認されまし
た。全世界で毎年100か国以上、8,000人を超え
る学生たちが参加し、日本からは約90名の学生
たちが参加し様々な国へ派遣されていることな
どの概要を説明しました。

次に、単なる語学留学ではなく、ロータリー
から派遣される国際親善大使であり、派遣先に
集まる他国からの派遣生との繋がりができるこ
と。ロータリアンのお子様・お孫様も参加でき
るプログラムであることなどの特徴を説明しま
した。

その後、ローテックス（青少年交換学友会）
の３名に派遣先での思い出や再び派遣先への
留学や大学進学などの目標を発表していただ
きました。ローテックスの学生たちは、派遣

先を第二の故郷としてホストファミリーに会
いに行き、現地のロータリー活動に参加する
学生もいます。まさに帰属性の高いプログラ
ムといえます。

次に、2023-24年度長期交換来日生の５名に
日本での最高の思い出や興味深い日本の文化な
どを発表していただきました。続いて、2024-
25年度長期交換派遣候補生の５名に派遣先で楽
しみにしていることや目標を慣れない現地語で
発表していただきました。青少年交換ではホス
トファミリー、学校関係者、ローテックス、ロー
タリアンと様々な人が派遣生を温かく迎え入れ
熱心にサポートしてくれます。様々な国の学生
たちが互いの文化を理解し認め合う。この様に
青少年交換にはロータリーのDEI＋Bの精神や
文化が詰まっていると思います。

青少年交換プログラムの目的として「世界平
和に貢献する若者を世界中に拡げること」とあ
りますので引き続きみなさまのご協力をお願い
いたします。
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2024-25年度 RI第2680地区 地区活動方針

ガバナーの行動指針

ALL 2680 ROTARIAN’S

Heartwarming Rotary

心から心へのメッセージ
手に手つないでロータリーのマジックを実現しよう！

活動方針

◆国際ロータリー会長方針の理解と実践を行う。
◆ロータリーファミリーへの愛をもっと大きなものにしましょう。
◆2680地区の全メンバーが一丸となって、より良いロータリークラブを創り出す行動計画の推進者になりま

しょう。
◆革新を育み、クラブのリーダーを支援する体制を創り出しましょう。
◆クラブのリーダーはIrresistible（圧倒的な・ただただ）魅力的な体験をクラブメンバーに与えるように導き

ましょう。
◆DEI（多様性・公平さ・包摂）＋Belonging（帰属性）
　「D：だれもが」「E：笑顔で」「I：居心地のいいクラブ」
　帰属意識を高めて温もりのあるクラブにしましょう。
◆クラブの維持増強と新しいタイプのクラブを創出しましょう。
◆以上を踏まえ、環境の保護・ポリオの根絶・平和構築への原動力を確保して活動しましょう。
　それが、ロータリー公共イメージと認知度の向上につながります。
◆私たちの心から手からロータリーのマジックを創り出しましょう。

運営方針

◆地区（委員会）の目的は、ロータリークラブを強化し支援することである。
　国際ロータリー会長方針に従い、より魅力的なクラブ運営を支援する。
◆地区運営会議を重視する。
◆地区委員長は、原則地区ラーニング委員会メンバーとなる。
◆地区委員会は委員の中より運営幹事を置くことを推奨する。
　運営幹事の責務は以下と定める。
　委員会開催場所、日程、出席、資料等を地区事務所担当者と綿密に打合せ実行する。
◆セミナーに関しては、委員会内にて慎重かつ柔軟な協議を行い、セミナー開催を決定した場合は企画段階に

おいて地区ラーニング委員会に以下の資料を提出し審議の上、実行に移す。（開催趣旨、事業計画案、事業予
算案 等）

◆地区委員の在籍期間を最長５年とし、委員の更新に努め、新しい地区委員の育成と地区の要職に就けるリー
ダーを育てる。
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ガバナー補佐

◆地区主催の活動に積極的に参加する。
◆国際ロータリー会長方針を理解し、地区の行動計画にそって、グループ内クラブを支援指導する。
◆グループ内のクラブを年間４回以上訪問し、併せてローターアクトクラブも訪問する。 
◆クラブに対する支援やクラブ間の調整にあたり、改善すべき問題点があればガバナーと協議の上、助言、指

導する。（ローターアクトクラブも含めて） 
◆関係委員会と連携し、クラブやグループが奉仕プロジェクト、補助金プロジェクト等に積極的に取り組むよ

うに支援する。
◆グループ内でリーダーを育成する。 
◆ガバナー補佐主導のグループ内、会長・幹事会を行い、グループ内の結束を固める。 
◆IMはグループ内クラブの現在のロータリーの方向性に対しての理解の場であり、国際ロータリー、地区の行

動計画に則り行うことを推奨する。
◆地区大会および、地区活動に会員の参加を呼び掛ける。
◆ガバナー指名ガバナー補佐は特にガバナーの行動全般を補佐し、ガバナー諮問事項に対して答申を行う。
◆ガバナー指名ガバナー補佐はグループ内、会長・幹事会には出席しない、またIMも主催しない。

地区委員会

ラーニング委員会 
◆ラーニング委員長はガバナー、ガバナーエレクトと協力して、クラブと地区のリーダーにラーニング及び研

修を行い、地区のラーニング及び研修計画を監督し支援する。
◆ラーニング副委員長は委員会の扱う議案および活動に対して委員長を補佐する。
◆ラーニング委員は委員長および副委員長を補佐するとともに、その立場において意見を述べ、地区委員長と

して委員会内の活動を常に報告する。
◆ガバナー補佐研修、地区チーム研修セミナー、会長エレクト研修セミナー（PETS）、次期幹事研修セミナー、

地区研修・協議会の計画と実施の責務を担う。 
◆地区委員会より提出されたセミナー等の議案について慎重な協議を行う。

DEI小委員会
◆会員と参加を拡大および多様化し、会員、参加者、地域社会の多様性、公平性、インクルージョンの実践と

方針を促進するための会員、クラブ、地区の取り組みを支援する。
◆地区ラーニング委員会と協力して、多様性、公平性、インクルージョン教育を提供する。

危機管理委員会
◆地区並びにクラブでの危機管理事案に速やかに対応する。
◆クラブにおける危機管理への認識を高めるための活動を行う。
◆クラブの危機管理委員会への支援を行う。
◆地区委員会における危機管理意識の向上を図る。
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規定審議委員会 
◆2025年決議審議会に提案する決議案を、クラブの意見を踏まえて提案する。
◆国際ロータリー細則とクラブ定款に対しての理解促進を図る。

行動計画委員会
◆国際ロータリーの行動計画および地区の行動計画に対する理解を推進するとともに、クラブの行動計画委員

会の設置を推進し、その活動を支援する。

地区財務委員会
◆地区予算案の作成並びに地区資金の管理および地区財務に関する年次報告書を作成する。
◆収支が正確に保持されているか常時確認する。

奉仕プロジェクト特別会計委員会
◆奉仕プロジェクト特別会計への資金支援申請を審査する。
◆資金支援を行った奉仕プロジェクトの実施報告を確認する。

監査委員会
◆地区活動並びに会計が適切かを監査する。

クラブ管理運営委員会
◆クラブの効果的な管理運営に関する活動の実施をサポートする。
◆DEIを受け入れて、ただただ魅力的なクラブ体験を提供する方向性を示す。
◆My ROTARYへの登録率向上と利用促進を図る。
◆DX推進小委員会は地区運営およびクラブ運営を支援する。

職業奉仕委員会
◆ロータリーにおける職業奉仕の理念について研鑽し、成果を踏まえて基本理念が広く会員に理解されるよう

に活動する。 
◆職業奉仕月間（１月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。

社会奉仕委員会
◆クラブが取り組むと良い地区内の新しい傾向、課題、または問題を特定する事を援助する。
◆情報を分かち合い、クラブの目標設定を援助することを通じて、クラブ社会奉仕プロジェクトとロータリー

以外の地元の奉仕団体との間で協力できる分野を探す。
◆地区やゾーンの会合で、優れた社会奉仕プロジェクトの展示を実施する。
◆クラブやグループが地区補助金プロジェクトを積極的かつ円滑に行えるように必要な支援を行う。
◆公共イメージ委員会と連携して地区補助金プロジェクトの実施状況を見学、検証し、他クラブへの情報発信

を行う。
◆発達障害理解のための基礎と実践講座の開催およびダウン症についての講演や関連する活動を展開する。
◆プロバスクラブとの相互理解を図るとともに活性化に取り組む。
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国際奉仕委員会
◆他国の人々を助けることを目的としたクラブのあらゆる活動やプロジェクトに協力することを通じて、その

文化や慣習、功績、願い、問題に対する認識を培い国際理解、親善、積極的平和を推進する。
◆クラブや地区がグローバル補助金等を活用し、多様な国際奉仕活動が実施できるように支援する。
◆VTT、奨学金・平和フェローシッププログラムを支援する。
◆国際奉仕に関連する月間において、クラブの関連プログラムに協力する。

青少年奉仕委員会
◆青少年奉仕は指導力養成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参加、積極的世界平

和と異文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて青少年並びに若者によって、好ましい変化がもたらさ
れることを認識する。

◆クラブの青少年奉仕活動の認知度向上、協力体制の強化をする。
◆リーダー育成のための研修プログラムを構築する。
◆インターアクトクラブの活動支援、活性化方策の提案、新クラブの設立をめざす。
◆RYLAプログラムへの理解向上と実施する。
◆クラブとの協力のもとに青少年交換プログラムに取り組み、成功に導くマニュアルを整備する。
◆青少年奉仕関連プログラムの危機管理体制を確立する。
◆学友委員会他関係委員会と連携し、学友の活動を支援する。
◆環境の保護小委員会と連携し、学友の活動を支援する。
◆青少年奉仕月間（５月）において、クラブの関連プログラムに協力する。

ロータリー財団委員会
◆４小委員会の連携によってロータリー財団の理解を深め、活動を推進する。
◆ロータリー財団セミナー、補助金管理説明会、補助金管理セミナーを実施する。
◆ロータリー財団補助金プログラムの最終審査を行うとともに、プログラムが適切かつ適正に実施されるよう

に指導及び管理をする。
◆ポリオ根絶のための活動を積極的に支援する。
◆ロータリー財団への寄付を推進する。
◆ロータリー財団月間（11月）において、クラブの関連プログラムに協力する。

会員維持増強委員会
◆会員増強につながる会員増強策を特定、推進、実施し、地区内に新しいロータリークラブを結成する計画を

立て、実行する。（あらゆるジェンダーの会員の増強）（多様性のある新クラブの設立）等。
◆会員増強および会員基盤の多様化に成功した事例を検証して紹介する。
◆退会防止に向けた企画を提案し、推進する。
◆会員増強・新クラブ結成推進月間（８月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。

公共イメージ委員会
◆ロータリークラブの公共イメージと認知度の向上への取組みを行う。
◆地区補助金プロジェクト実施状況を見学、検証、情報発信に取り組む。
◆報道機関との定期的交流を実施するとともに地区SNSによる活動の発信をする。
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環境委員会
◆地球上の自然環境や生態系を保護し持続可能な状態を維持するための取り組みを考える。
◆地球環境保護に関する調査、研究、および実践に取り組む。
◆地域社会や家庭内において環境の保護を考慮する生活習慣について取り組む。
◆環境保護に関連する月間（４月）において、クラブの関連プログラムに協力する。

RLI委員会
◆RLI方式による地区リーダー、クラブリーダーの育成の為の研修を行う。
◆ガバナー補佐研修、地区チーム研修セミナー、会長エレクト研修セミナー（PETS）、次期幹事研修セミナー、

地区研修・協議会、地区委員会セミナーを積極的にサポートする。

ローターアクト委員会
◆国際ロータリー（RI）構成クラブとしての活動の活性化を支援する。会員増強及びクラブの拡大の方策を提

案し実施する。
◆ガバナー公式訪問を支援する。 
◆危機管理体制を確認する。

学友委員会
◆５学友会相互間の交流を促進し、ロータリーファミリーとしての一体化意識を形成する。
◆地区やクラブ行事への学友の参加を積極的に推進し、ロータリーに対する理解を深める。
◆青少年奉仕委員会、ローターアクト委員会と連携し、ロータリーファミリーの集いを企画し実施する。
◆学友を中心とした新しいタイプのクラブの創出を推進する。

米山記念奨学委員会 
◆米山記念奨学会の目的や活動内容について会員の理解を深める。
◆米山奨学生が会員との交流を通じて、ロータリーに対する理解を深め、国際親善の積極的な推進を図る。 
◆米山記念奨学会への寄付を推進する。 
◆米山奨学生学友会（兵庫）の活動を支援する。 
◆PHD協会の活動を支援する。
◆米山月間（10月）におけるクラブの関連プログラムに協力する。

2024-25年度年間数値目標

１．会員増強	 各クラブ純増２名
２．My ROTARY登録率	 75%以上
３．ロータリー財団年次基金	 １名あたり　160ドル
４．ロータリー財団恒久基金	 ベネファクターまたは遺贈友の会会員　10名増
５．ポリオ基金	 １名あたり　40ドル
６．米山記念奨学会	 １名あたり　17,000円
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2024-25年度ロータリー賞／クラブ優秀賞

重要事項
１．ロータリークラブ・セントラルを開く 
２．目標内容を確認する 
３．その中から半分を超える目標（全目標の51％）を選ぶ
４．選んだ目標を達成する 
５．ロータリークラブ・セントラルで目標の達成を報告する 
６．達成を祝う！ 

留意点 
◦ロータリー賞／クラブ優秀賞の手続きはオンラインで行われます。 
◦クラブは、１年（2024年７月１日～ 2025年６月30日）をかけて達成に取り組みます。 
◦ロータリー賞／クラブ優秀賞を獲得するには、その年度を通じて正規クラブであり、瑕疵（人頭分担金の未納）

がないクラブでなければなりません。 
◦ローターアクトは、ローターアクト会長または提唱クラブ会長が、オンライン推薦状を提出してクラブ推薦

します。
　ローターアクトクラブ１件の推薦のみを提出することができます。 
◦インターアクトは、スポンサーのロータリークラブ会長が、賞へのオンライン推薦状を提出します。 
◦ローターアクトとインターアクトの表彰状はMy ROTARYからダウンロードするPDF形式となり、賞への推

薦はオンラインで行われます。

50 2024-25 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1



部門別分科会

本年度の地区研修・協
議会では、新たな取り組
みとして、会長部門と幹
事部門の分科会が合同で
開催されました。

矢坂誠徳ガバナーエレ
クトの開会挨拶に引き続

き、矢野宗司次期地区ラーニングファシリテー
ターによって、本分科会の主旨説明が行われま
した。

続いて、髙瀬英夫次期行動計画委員長より、
RIと地区のビジョン声明、2023-26年の地区ビ
ジョンと行動計画の説明、そして地区内各ク
ラブの行動計画への取り組み状況の紹介と作
成の呼びかけが行われました。また、山口宰
次期代表幹事より、次年度から作成が義務づ
けられる「複数年にわたる行動計画（3 Year-
Targets）」について、RIにおけるこれまでの議
論の流れと今後のスケジュール、本計画が達
成しようとしていることとキーワード、そし
てクラブにおける具体的な作成手順に関する
説明がなされました。

吉井久美子次期DEI小委員長からは、「DEI
におけるクラブの活性化」と題し、DEIに関す
る基礎知識とアンコンシャス・バイアス（無意
識の偏見）、ロータリーにおけるDEIの取り組
みとRIと地区の現状、そして、これらを通じた
クラブ活性化についてお話がありました。矢野
次期地区ラーニングファシリテーターからは、

「ロータリーにおける危機管理」として、ロー
タリーの危機管理に関するこれまでの経緯や、
ハラスメントの実態、ロータリアンの行動規範
に反する過去の事例など、会長・幹事が知って
おくべき危機管理のあり方に関する講演が行わ
れました。

そして、笹倉宣也次期地区財務委員長より、
次年度地区予算に関する説明が行われ、全会一
致で次年度予算が可決された後、城守ガバナー
ノミニーの挨拶によって閉会となりました。

地区内の会長エレクト・次期幹事が一堂に会
して学ぶ機会となったことで、次年度に向けた
クラブでの取り組みがより一層推進される、充
実した分科会となりました。
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リーダー　矢坂　誠徳（神戸西）

副リーダー：安行　英文（三田）　　　　　 矢野　宗司（加古川中央）　 髙瀬　英夫（西脇）
　　　　　　城　　　守（姫路）　　　　　 白井　務子（姫路東）　　　 武本　正照（尼崎北）
　　　　　　若林　　学（三田）　　　　　 山口　　宰（神戸西）　　　 三木　健義（姫路）
　　　　　　山根　　章（姫路東）　　　　 　勇　正一郎（尼崎東）　　　 笹倉　宣也（神戸西）
　　　　　　吉井久美子（HYOGO REC） 　永瀬　隆一（芦屋川）　　　 太田　叶子（尼崎東）



当分科会は次期クラブ

管理運営委員会と次期規

定審議委員会の合同で行

いました。

開会後、奥野隆生SAA、

中島典子副SAA（神戸西）

からリーダー、副リーダー、SAA、担当委員

会委員の紹介、配布資料の説明がありました。

次いで二宮明彦次期クラブ管理運営副委員長

の司会進行で、「クラブ管理運営について」と

題し天羽公夫次期クラブ管理運営委員長がMy 

ROTARYから「ラーニングセンター」、「コー

スカタログ」を経て、「クラブのリーダーシッ

プ」、「マイコースと学習プラン」内の「就任へ

の準備：クラブ管理運営委員会」を基に、クラ

ブ管理運営委員会の「役割と責務」、「委員長の

役割とは」、「クラブ奉仕委員会と、クラブ管理

運営委員会」についての話がありました。詳細

についてはMy ROTARYに詳しく掲載されてい

ます。今一度ご自身でもお目通しください。

次いで林知宏次期規定審議委員長より、配布

資料を基に「規定審議会あれこれ」と題し、そ

の後「クラブ細則について」のテーマで参加者

を９グループに分けディスカッションをしまし

た。詳細は以下となります。

全体を通して標準ロータリークラブ定款を理

解していただき、自クラブの細則との整合性を

確認してもらうことを目的としました。まずこ

れらを理解するための以下のキーワードについ

て説明しました。

１．規定審議会・決議審議会・ロータリー章典・

地区審議会代表議員について

２．規定審議会と決議審議会の違いについて

３．ロータリーのルールの変遷

その後、以下のテーマを提示し、クラブ定款・

細則に照らし合わせながらディスカッションを

行いました。

Ｑもしもあなたのクラブが〇〇〇になったら?

⃝次年度会長が幹事二人体制でやりたいといい

だしたら？

⃝会長が任期途中で他界、あなたはクラブ運営

をどうする？

⃝休会しがちな会員に対し例会に出席しやすい

ようにするには？

⃝My ROTARYを通じて他地区の元ロータリ

アンが移籍したいと申込みがあったら？

たくさんの意見が出ていて定款や細則に触れ

ることができました。テーブルごとに集約した

議事録を会場みなさんで見ていただき、解説を

交えながら評価させていただきました。和やか

な雰囲気で会は終了しました。
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矢坂誠徳ガバナーエレ
クトの地区委員会への願
いは、「クラブの強化と、
より魅力的なクラブ運営
を支援することです。そ
のために職業奉仕委員会

では、職業奉仕の理念について研鑽し、成果を
踏まえて基本理念が広く会員に理解されるよう
に活動することです」と述べられています。地
区委員会の願いも、クラブでの職業奉仕が盛り
上がり、活発になることです。それを実現する
ために努めます。

職業奉仕分科会では、初めに次期委員長か
ら、基本認識としての話をしました。クラブ全
体にロータリー（の本質）を談義することが少
なくなっているのではないか。それは職業奉仕
がロータリアンの口の端に上らなくなったこと
ともつながっているのではないか。米国の某ク
ラブの例から、ロータリーの本質を忘れたら、
たとえそこに集う人たちが佳き人ばかりであっ

たとしても、クラブはどうなっていくのか。　
ロータリーの奉仕の理念は、利己と利他の葛藤
の中から、すなわち職業奉仕の現場から生まれ
てきたものなのだから、職業奉仕の理念を通し
てロータリーの本質を勉強しよう。など次年度
方針を交えて説明しました。そして、地区委員
自身が職業奉仕の理解を深めること。仕事の現
場ではどんな考え方で何を行うのか。クラブの
職業奉仕を少しでも盛り上げるためにどんなや
り方があるのかをクラブの委員長とともに考え
ること。など、次年度の委員会方針を説明しま
した。

つづいて、テーブルごとに意見交換を行って
いただきました。テーマは、①クラブにおける
職業奉仕の問題点は何か　②なぜそうなったの
か　③その解決のために何をすればよいのか　
④職業奉仕はロータリーの金看板だと思います
か、の３＋１点です。地区委員会では、この記
録をもとにクラブの職業奉仕を盛り上げる方策
を探りたいと考えています。 
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職業奉仕部門
リーダー　冨田　博重（柏原）

副リーダー：不動　正章（洲本）　 遠藤玄一郎（豊岡）



定刻通り、分科会開催
さ れ ま し た。SAAよ り、
資料確認、カウンセラー、
リーダー、副リーダー等
の紹介が行われ喜多美雄
リーダー（次期社会奉仕
委員長）より、年次基金
から地区補助金への流れ

についての説明があり引き続き能登半島地震に
対し、当地区が地区補助金臨時費を使用して行
う支援活動について説明があった。現時点では
支援に対しては、進行状態であり５月15日災害
支援事業の出発式、５月16日贈呈式を予定して
いますとのお話しがありました。

岩井秀樹副リーダー（次期社会奉仕副委員長）
より、ロータリーとしての社会奉仕の考え方、
現時点までの社会奉仕のあり方、変化について
の説明がありました。

小坂圭一副リーダー（次期社会奉仕副委員長）
より、地区補助金事業について説明がありまし
た。地区補助金の申請方法、報告書作成方法の
注意事項の説明があり、地区補助金を各クラブ
が使用して地域に貢献し、社会的にロータリー
が正しく認識される様な社会奉仕事業を望むこ
とや、ともに各クラブから申請された地区補助
金事業に対して社会奉仕委員会がサポートして
いきますとのお話しがありました。

中井章詞副リーダーから、環境の保護委員会
について説明があり今年度から新たな切り口で

環境の保護事業を考えていきますとのお話しが
ありました。

姫路西ロータリークラブの山田剛青少年奉仕
委員長より、地区補助金事業事例報告がありま
した。

姫路西ロータリークラブは地域の子供達を集
め、ソフトボール大会を開催し、近年スポーツ
離れが増え、コロナ禍でスポーツ離れをしてい
る子供たちに、外でスポーツをする喜びを再認
識してもらうことやスポーツを通じて人間形成
に役立てたいとのお話しがありました。

竹田契一社会奉仕小委員会委員による、学童
期に見られる発達障害の特性理解について説明
があり、今後はダウン症も含め講演を開催し、
発達障害にご理解を頂きたいとのお話しがあり
ました。

瀬戸徹社会奉仕委員会カウンセラーより、
ロータリーの基本理念及び決議23-34のお話し
を頂き、講評並びに閉会挨拶があり、定刻通り
閉会されました。
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社会奉仕部門
リーダー　喜多　美雄（加古川中央）

副リーダー：小坂　圭一（尼崎東）　 岩井　秀樹（伊丹）
　　　　　　中井　章詞（神戸東）　 大平祐規子（宝塚）



開会にあたり、SAAよ
り配付資料の確認の後、
次期国際奉仕委員会メン
バーの紹介がありました。
ここで司会進行役は中村
滋彦次期VTT小委員長に
バトンタッチしました。

分科会最初は、徳梅明
彦次期国際奉仕委員長よ

り全体説明として、ロータリーにおける国際奉
仕の概念と重点分野の中から国際奉仕と関係が
深い「基本的教育と識字率向上」「平和構築と
紛争予防」についての講話がありました。

その後は３つの小委員会委員長よりそれぞれ
の活動についての詳細な説明が以下のような内
容で行われました。

国際奉仕小委員会（有川裕之次期小委員長）
１．グローバル補助金（人道的プロジェクト）

について
プロジェクト予算総額は、３万ドル以上で、

上限は20万ドル、成果測定可能であること、モ
ニタリングと評価が特に重要視されています。
①申請方法：クラブの参加資格認定を取ってい

ること。締切なしの随時受け付け。協同提唱
が可能。DDFが年度内に予算総額に達した
場合は次年度に持ち越し。

②クラブから地区に申請されたプロジェクト
は、国際奉仕小委員会で予備審査のあと、補
助金小委員会で最終承認される。その後、提
唱クラブがMy ROTARYにてオンライン申
請を行う。

③プロジェクト開始後、中間報告書と最終報告
書の提出。

２．2680地区におけるグローバル補助金（人道
的プロジェクト）の実施例の紹介

「フィリピンにおける裁縫技術研修とミシン
の贈呈」についての具体的な予算設定やプロ
ジェクトの成果の説明が行われた。
３．地区補助金による奉仕プロジェクトの紹介
「ネパールにおける希望ある未来のための情

操教育支援事業」についての詳細な報告が説明
された。

奨学金･平和フェローシップ小委員会
（鎌谷正弘小委員長）
①ロータリー財団プログラムへの参加資格取得

には、他の財団補助金プログラムと同様に、
補助金管理セミナーへの出席、MOUの提出
が必要。

②奨学金の種類
・地区奨学金（タイプ１）国内の高校～大学

院までの修学用20万円
・地区奨学金（タイプ２）海外の大学･大学

院への留学9,000米ドル
・地区奨学金（タイプ３）海外での文化芸術

語学研修5,000米ドル
・グローバル補助金（奨学金）７つの重点分

野に関連する海外留学59,000米ドル上限
・平和フェローシップ奨学金

③今後のスケジュール
10月中旬に地区ホームページで募集開始

④当地区からの各種奨学生の紹介

VTT小委員会（中村滋彦次期小委員長）
VTT（職業研修チーム）とは、1965年に始

まったRIの研究グループ交換（GSE）を継承し、
専門的研修を提供するチームの派遣または海外
からの受入れを行うプログラムで、地域社会の
人々のスキルを高め、自力で問題を解決し生活
を改善する力を身につけ、持続可能で測定可能
な成果を達成することを目的とする。
①VTTには、グローバル補助金（VTT）と、

地区補助金（VTT）の２種類がある。
②地区補助金（VTT）の締切は、前年度の３

月下旬まで、グローバル補助金（VTT）は
随時受付。

＊各プロジェクトの詳細については2680地区HP上の
補助金申請･補助金管理マニュアル2023を参照くだ
さい。
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国際奉仕部門
リーダー　徳梅　明彦（あわじ中央）

副リーダー：有川　裕之（姫路南）　 鎌谷　正弘（姫路）
　　　　　　中村　滋彦（姫路南）



ロータリー部門財団部門
分科会は、上野貴志副リー
ダーの進行により、吉岡博
忠リーダーより本分科会の
主旨説明として、「ロータリ
アンは世界を変える行動人」
をテーマに、クラブロータ
リー財団を担当する皆さま
はクラブの奉仕活動を支え
る最も重要な使命を担って

いることの意義、ロータリー財団の歴史、RI
とロータリー財団の関係すなわちロータリーの

「目的」を達成するためにロータリー財団が存
在すること、「会員がロータリーに求めている
こと」をサポートすることの意義とクラブ会員
の「人材育成」に資することを述べました。

秦紳一郎副リーダーより「補助金小委員会」
として、「地区の補助金プログラムについて」
と題して、ロータリー財団の使命、寄付の流れ
とシェアシステムの説明があり、地区補助金

（奉仕プロジェクト）の使用要件、次年度クラ
ブ申請からロータリー財団承認、補助金使用可
能日までの日程説明と、プロジェクト別グロー
バル補助金の使用可能額の説明がありました。
ロータリー財団創設者アーチ・クランフ氏の、
Money×Service＝Valueから①世界平和を推進
するための財団として②ロータリアンの奉仕を
支えるための基金としてロータリー財団の理解
を求めました。

鈴木祐一副リーダーより「資金推進小委員会」
として、「世界でよいことをするためポリオプ
ラス・ロータリーカード・資金推進の合同財団
寄付促進プロジェクト」と題して、シェアシス
テムからロータリー財団の資金・寄付の流れを
説明し、寄付目標未達の現状を説明しました。
安行年度の一人当たりの目標は、財団寄付160
ドル、ポリオ基金40ドルです。寄付額認証ポイ
ントの有効活用の説明をしました。所属の神戸
東ロータリークラブの実例紹介により各クラブ
への参考とていただきました。11月ロータリー

財団月間には、地区委員による卓話派遣の要請
依頼がありました。

榊誠副リーダーより「ポリオプラス小委員会」
として、「ポリオ根絶推進活動について」と題
して、動画・ロータリーのポリオ根絶推進活動
状況、ポリオの基礎知識、歴史、発生の現況説
明があり、「ポリオ根絶がもたらす恩恵」から
クラブ・地区のファンドレイジング施策とし
て、ポリオ根絶チャリティーゴルフコンペ・ガ
バナー杯の予定案内がありました。

喜多美雄副リーダーより「ロータリーカード
推進小委員会」として、「ロータリーカード推
進＆PPS」題して、ロータリーカードの種類、
内容説明があり、DDF、ポリオ寄付に大きく
貢献することを説明しました。また今まで懸案
であったカードの申し込み、使用方法について
の説明があり、またポリオプラス・ソサエティ
の会員認証推進の詳細説明がありました。

最後に本分科会に2510地区（北海道）から羽
部大仁パストガバナーにご臨席いただき厚く御
礼申し上げます。
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ロータリー財団部門
リーダー　吉岡　博忠（伊丹）

副リーダー：秦　紳一郎（洲本）　 　　　瀧川　祥也（姫路）
　　　　　　上野　貴志（伊丹）　　　　 鈴木　祐一（神戸東）
　　　　　　榊　　　誠（加古川平成）



当委員会はインターア

クト、青少年交換、RYLA

の各小委員会によって構

成され、RIプログラムを

統括しています。地区研

修・協議会分科会ではロー

ターアクト委員会、学友委員会と青少年活動と

関りの深い危機管理委員会も加わっています。

分科会は次期青少年奉仕委員長の挨拶に始ま

り、贄田肇次期インターアクト小委員長から、

COVID-19終息後のインターアクト活動（中高

生によって構成され、奉仕、国際理解を目的と

します。）再開後の活動報告がなされ、次に、

北川博崇次期RYLA小委員長から、20歳以上の

青少年が３泊４日の受講をするRYLAセミナー

の動画を中心としてRYLAの説明がなされ、春

木英行次期青少年交換小委員長から、高校生の

外国留学を目的とするロータリー青少年交換の

手続と活動現況について説明がなされました。

以上の３つはRIプログラムとして地区が直接活

動に関わるものであり、コロナ禍で活動が大幅

に制約されていましたが、昨年当たりから本格

的な活動が再開され、具体的な活動成果を基に

プログラム報告ができる様になりました。

その後、奥田裕次期ローターアクト委員長よ

り、活動報告がありました。ローターアクトは

クラブがRI構成員となることにより、以前の

ロータリークラブ依存を脱し自立した活動の模

索中であり、地区が何をなしうるかも大きな課

題となっているところです。最後に永松潔和次

期学友委員長により、学友会の現況報告がなさ

れましたが、学友会活動もコロナ禍の影響によ

り活動が停滞気味であり、クラブなどの協力が

必要であるとの要望がなされました。各委員会

の報告はこれで終わり、白井務子ガバナーノミ

ニー・デジグネートが閉会の辞を述べて当分科

会は終了しました。

青少年奉仕活動は青少年を対象とするもので

あり危機管理上最も注意を要する分野であるこ

とは今も変わらず、今後も基本は青少年活動に

あることを再確認して、この報告を終わります。

奥田　　裕
次期ローターアクト委員長

永松　潔和
次期学友委員長

白井　務子
ガバナーノミニー・デジグネート

贄田　　肇
次期インターアクト小委員長

北川　博崇
次期 RYLA 小委員長

春木　英行
次期青少年交換小委員長
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青少年奉仕部門
リーダー　黒田　建一（西宮イブニング）

副リーダー：奥田　　裕（神戸モーニング）　 永松　潔和（神戸）
　　　　　　田中　賢一（伊丹）　　　　　　 贄田　　肇（宝塚）
　　　　　　北川　博崇（川西）　　　　　　 春木　英行（加古川中央）
　　　　　　前田　隆則（伊丹）　　　　　　 竹内　理弘（柏原）



2024年地区研修・協議
会会員維持増強分科会は、
４月29日(月・祝)15：00 ～
16：45ポ－ピアホテル南
館地下１階トパーズで行
われました。

今回の分科会参加者は、
次年度各クラブの会員維持増強委員長の方67名
の参加でした。

今回は次期会員維持増強委員会・次期公共
イメージ委員会の合同による分科会となりま
した。

松井照男次期会員維持増強副委員長の司会で
始まり、前川忠範次期会員維持増強委員長の挨
拶があり、続いてアンケートの結果報告があり
ました。

このアンケートは令和６年３月20日～令和
６年４月５日までの期間で、ロータリー歴５年
未満会員、対象者の2680地区589名にアンケー
トをお願いしました。

その結果233名の方から回答をいただき、「会
員維持増強に関する当地区の現状分析」と題し
て報告がありました。

対象者を入会歴の若い会員にアンケートを
とったのは、退会者の多くが５年未満の会員で
あるため、その方がどのようにロータリーを考
えておられるかを知る上での事でした。

そのあと宇尾好博次期委員（元会員維持増強
委員長）より、「会員維持増強とクラブの役割」
と題して講話がありました。

会員維持増強とクラブの役割分担、他地区に
見る会員増強・ロータリーを知る・会員増強物
語から学ぶ会員増強・魅力あるロータリークラ
ブを目指してといろいろな増強に関する話を聞
くことが出来ました。

つづいて、次期公共イメージ委員会の橋本
雅彦委員長よりロータリーの認知度調査につ

いて説明があり、ロータリーの認知度を高め
よう、高める方法として、地区ホームページ
やFacebookを活用してロータリーの活動をア
ピールし、認知度を高めてください。と話され
ました。

休憩を挟んでから、クラブの会員数に応じて
８～ 10名のグループに分かれて頂き、RLI委員
会の方にご協力をいただきながら、グループ
ディスカッションを行いました。

ディスカッションのテーマは、「メンバーが
バッジを常時着用するようになるには」で、進
行役のファシリテーターより趣旨説明があり、
会員増強というと数の話になりがちだが、会
員数の増減は現象にすぎない。その根本はメ
ンバーシップ、即ち、会員たる誇り、クラブ
に対する自負である。そのシンボルがバッジ
の着用だ。昔のロータリアンは誇りの証として
日常的にバッジを着用していたが、今は「ロー
タリー行事に着けていく」という感覚ではない
か。全メンバーにクラブの存在価値を浸透させ、
増強の根本となる誇りを醸成するためにはどう
すれば良いか、意見交換したい。と趣旨説明の
のち始まりました。

結果、テーマに対する参加者の課題認識が共
通しており、思いのほかスムーズに意見交換が
出来ました。

最後にご協力いただいた皆様方にお礼申し上
げます。
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会員維持増強部門
リーダー　前川　忠範（加古川中央）

副リーダー：橋本　雅彦（姫路東）　 大見　春樹（篠山）
　　　　　　松井　照男（神戸東）　 井上　孝明（加古川中央）



2024-25年度地区研修・
協議会にて、次年度の各
クラブの米山委員長の皆
様にご参加頂き、米山記
念奨学部門分科会を開催
致しました。

最初に、ロータリー米山
記念奨学会財団設立50周年に作成した事業紹介
のDVDをご覧頂き、米山記念奨学生を修了し
た米山学友の活躍を中心に理解を深めて頂きま
した。続いてパワーポイントで事業のご説明を
行い、1952年日本のロータリーの父と言われる
米山梅吉翁の遺徳をしのび、米山基金設立から
70年を経過する事業の歴史や、本事業の目的が

「日本と世界の平和の推進」であること、国際
ロータリーが認めている日本の34地区合同奉仕
事業であること、本事業が国内最大の民間奨学
事業であること、優秀な留学生にカウンセラー
の深い愛情のもと、本当の日本や奉仕の精神を
学んで頂き、知日家のエリートとして日本と母
国の平和の懸け橋になって頂けるよう、育てて
いることなどをご理解頂きました。

続いて、元地区米山委員長の前田靖文次期委
員（神戸ベイ）より、米山奨学生を採用する原
資となる米山寄付金について、現在の当地区の
寄付実績状況や寄付増進の工夫についてご説明
頂き、次に2023学年度の米山奨学生であり、現
在は米山学友となった崔星宇（さいせいう）氏

（世話クラブ神戸中RC）より奨学生時代の体験
談をお話頂き、事業理解を深めて頂きました。

最後に北川博崇次期米山記念奨学副委員長
（川西）より、各クラブの次年度米山委員長を
務められる皆様に、本日の参加御礼と米山記念
奨学事業のご理解ご協力の御礼とともに、クラ
ブ会員の皆様に向けて、米山月間を中心とした
様々な機会に米山記念奨学事業のご理解とご寄
付のご協力を推進いただくようお願いして終了
しました。
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米山記念奨学部門
リーダー　竹内　　博（西宮）

副リーダー：三宅　康雄（芦屋）



2024年地区研修・協議会 会場風景

国際奉仕部門 ロータリー財団部門

会長・幹事部門

青少年奉仕部門

クラブ管理運営部門

会員維持増強部門

職業奉仕部門

米山記念奨学部門

社会奉仕部門
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2024年地区研修・協議会
地区並びにホストクラブ　主催役員

ガバナー	 安　行　英　文　　三　　　田
ガバナーエレクト	 矢　坂　誠　徳　　神　戸　西
次期地区ラーニングファシリテーター	 矢　野　宗　司　　加古川中央
代表幹事	 若　林　　　学　　三　　　田
次期代表幹事	 山　口　　　宰　　神　戸　西
次期副代表幹事	 神　津　科　野　　神　戸　西
次期副代表幹事	 西　村　文　茂　　神　戸　西
次期副代表幹事	 善　本　秀　樹　　神　戸　西
次期総務幹事	 奥　野　隆　生　　神　戸　西
次期総務副幹事	 天　宅　　　毅　　神　戸　西
次期委員会幹事	 奥　田　郁　三　　神　戸　西
次期委員会副幹事	 河　野　貴　司　　神　戸　西
次期委員会副幹事	 山　本　勇治郎　　神　戸　西
次期公式訪問幹事	 尼　崎　紀　行　　神　戸　西
次期月信幹事	 近　田　和　裕　　神　戸　西
次期会計長	 笹　倉　宣　也　　神　戸　西
次期地区大会実行委員長	 武　井　宏　之　　神　戸　西
次期地区大会副実行委員長	 山　本　　　博　　神　戸　西
次期地区大会副実行委員長	 中　島　典　子　　神　戸　西
次期国際大会推進委員長	 小松原　景　久　　神　戸　西
クラブ会長	 神　津　科　野　　神　戸　西
クラブ幹事	 善　本　秀　樹　　神　戸　西
クラブ会長エレクト	 福　元　隆　久　　神　戸　西
クラブ次期幹事	 前　田　勝　彦　　神　戸　西
ソングリーダー	 飯　田　美奈子　　神　戸　西

2024-25年度ガバナー事務所
〒650-0046
兵庫県神戸市中央区港島中町６-10- １
神戸ポートピアホテル本館７階722号室
TEL：078-304-2680　 FAX：078-304-2681
Email：rid2680@abelia.ocn.ne.jp



事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  矢 坂　誠 徳

※RSC＝ロータリー衛星クラブの略称　※宝塚ユニバースRSCの会員数は、宝塚RCの会員数に含まれます。

※RAC：2023年12月末時点の情報を記載しております。

◆ロータリークラブ数 ………………………… 68RC
　　　　　　　　　　 ………………………… 1RSC
◆2023年７月１日　RC+RSC会員数 …… 2,498人
◆2024年５月末　RC+RSC会員数 ……… 2,525人
◆2024年５月末　RC+RSC女性会員数 …… 149人
◆期首からの増減（RC+RSC） ………………27人増
◆期首からの女性増減（RC+RSC） …………10人増

◆ローターアクトクラブ数 …………………… 9RAC
◆2023年12月末　RAC会員数 …………………52人
◆2023年12月末　RAC女性会員数 ……………22人
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国際ロータリー第2680地区 ロータリークラブ　2024年５月会員数報告

5月の
入退会 5月末5月の

入退会 5月末

宝塚ユニバース
ロータリー衛星クラブ

国際ロータリー第2680地区 ローターアクトクラブ  2023年12月会員数

クラブ名 7月末
会 員 数

総　数 うち女性
豊　　岡RAC
芦 屋 川RAC
加古川中央RAC
尼 崎 西RAC
合計 ９RAC

8
6
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8
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4
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2
5

22

クラブ名 7月末
会 員 数

総　数 うち女性
姫　　路RAC
神　　戸RAC
淡　　路RAC
神戸須磨RAC
柏　　原RAC

7
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1
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3
0
3
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